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中野忠八ボーイスカウト略歴

明治17年10月10日

大正４年11月１日

京都に生まれろ。

京都ＢＳ・の前身である「京都少年義勇軍」を組織す

る。

少年団日本聯盟創立、理事となる。京都Ｂ･Ｓもこれ

に加盟。

デンマークにおける第２回世界ジャンボリーに参加。

九州地方実修所所長、以後各地で中央，地方の実修所

長をつとめろ。

中央実修所少年部第２期に入所。

オーストリアでのＢ，Ｓ・世界会議およびスイスでのロ

ーパームートに参加。

イギリヌでギルウニル．パークのコースに入所、カプ

コース、スカウトコース両課程を実修する。

京都地方聯盟結成、理事長。

戦時統制下，日本聯盟解散に伴い、京都地方聯盟も３

月28日解散。

終戦後ＥＳ・の再建につき進駐軍側の諒解を得るべく

尽力する。

戦後最初の中国実修所（広島県宮島）の所長

２月より８月までの間に京都ＢＳ､第１隊以下第７隊

まで結成。

大正11年４月13日

大正13年８月

大正15年８月

昭和２年月８

昭和６年７月

昭和６年８月

昭和12年

昭和16年１月16日

昭和22年

昭和23年８月

昭和24年



～

昭和24年４月ＥＳ、日本連盟の再建にともない、京都連盟を結成。

理事長。

昭和24年５月病軌。病床中、第１回京都キヤンポリーあり。

昭和24年８月27日死去。

昭和30年４月27日ボーイスカウト日本連盟功労雑章を迫１首。

（職業）薬剤師大息商店主（京都市五鏑喬東）



修正版刊行の辞

本書は私の実兄中野忠八が53歳の時に書いた。その稿本は

「少年団研究」昭和11年12月号を第１回とし、昭和13年６月号

の第18回分で終っているのを旧日本連盟がまとめ、昭和13年に

単行本として発刊したのであった。

兄は昭和24年夏この世を去ったし、本書も絶版になりかけた

ので再建された日本連盟は故人を追慕し、その業績を永く伝え

ようという全国総会の意を汲んで、昭和25年秋再刊の初版を出

した。従って著者名を付した連盟本は本書以外にないという異

例の出版となっていろ。

ところが昭和13年の最初の版から既に２５年の歳月を経たの

で、使用した漢字や仮名づかいまたは表現の文脈が現代人には

なじまず、読みづらいという声をしきｂに聞くので今回そうい

う部分だけを修正するとともに、体裁を横書きとして刊行する

こととした。然し内容についてはひとつも手を加える必要もな

いから故人の意図のままを伝えるよう努めた。

兄がこれを書いていた時、ある人が兄に、本居宣長は53歳に

して初めて国学に志し、伊能忠散も53歳にして測量術を学んだ。

兄もまた５３歳にして………といいかけたところ兄は例の白琵

をふるわせ手をふってこれをさえぎり、いやいや自分のは前人



未踏の研究ではないから誠にはづかしい、といったそうである。

この挿話を書きそえて修正版刊行の辞とする。

昭和３８年２月２２日Ｂ－Ｐ誕生の日に

ボーイスカウト日本連盟i理事長

久留鳥秀三郎



序

中野』忠八先生はわが国スカウト運動の最も偉大なろ先駆者で

あｂ指導者であり求道者であった。先生は、大正３年頃、すで

に京都においてスカウト運動に手を染められてより、昨年病い

に倒れられるまで終始スカウト生活をおくられた人であった。

先生は常に思索的であり、理論的であり、研究的であり、しか

も実践躬行せられて、身も心もスカウト道に捧げ尽きれた人と

いってよいであろう。

わが国のスカウト運動が再建を許されるや、先生は敢然とし

て立上がられ、本部員の１人として、今の日本に如何にしてス

カウテイング老打立てるかという事に苦心せられた。スカウテ

イングの真髄を把握しつつ、常に新しい、より効果的な道を深

く突き進もうとされた。幸い、先生の側にフエヅタース氏が現

われて、肝胆相照してスカウト運動の土台を築くことに骨を折

られた。先生は新しいよい計画は何事も、先ず本部を通じて実

践にうつすようにせられた。私共もまた先生を師と仰ぎ、何事

もご相談し、教えを乞うた。先生が重い病いの床につかれてか

らも日夜わがスカウト運動のことだけが念頭を離れず、病躯を

おしてよき方針の数々をわれらに与えられた。先生の計に声を

あげで働突されたというフエッタース氏の心持は、われら日本

一１－



スカウト運動者一同の心持の表現であったのである。

ボーイスカウト日本連盟は、こ凸に先生の労作になる本書を

再録して、先生の記念出版とする。先生は人も知るように薬学

を専攻せられた方であるが、スカウトに測量法の手引きの必要

性を痛感せられ、自ら大学の諸博士や、その道の専門家につい

て研鎖せられ、短時日に、それを噛みくだいて耐このように容

易にして実践的なスカウト用の手引きを完成されたことは、当

時先生を援けたその道の大家が等しく驚嘆したという逸話もの

こっているほどである。これも先生が如何にスカウトを熱愛さ

れ、身を以って求道せられたかの－つの表現であろう。

この書を手にする若い人々から、先生に続く幾多の人々の、

生れ出る事を祈るものである。

昭和25年８月第２回全国大会準備完了の日 Ｐ

ボーイスカウト日本連盟

島通陽
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青少年の野外作業としての

簡易測量法に就いて

従来の学校教育に於いて、多くの学生生徒にとって常に重荷

であり、多くの教師にとって教授上に常に困難を覚えさせたも

のは数学であった。これは独り日本に於いてのみではない。

他の学科に比べて数学の学習が困難である理由及び其の対策

に就いて古来幾多の教育者がこれを検討しエ夫をこらしたにも

拘わらず、尚且つ生捷または学生にとって理解が困難で且つ興

味を喚ぴ起さなかった事に関して、英国のジョン・ペリー教授

は其の理由を指摘し、且つこれが教授法の革新を提唱した。

「アカデミック」な数学教授法は抽象的推理を好む極く少数の

学生、即ち全学生の５％には成功するが、普通の学生には全く

失敗するものであるとペリー教授は断言していろ。併し研究者

にとって興味を起させさえすれば数学の研究は普通の人〔特に

数学的才能を有せざる人）にとっても極めて価値あるものであ

ると彼は付け加へている。

ペリーが以上の所見から数学教育の革新を唱えてよｂＣ彼の

最初の意見発表は今から40余年前である)，その教授法は「実

用数学」の名によって各国の進取的な数学教育者によって是認

せられ採用せられて来た。今日わが国に於いても最も因襲に囚

－３－



われない立場にある学校に於いてはこれが実施に努めつつある

のを見るのであるが、ユークリッド以来純粋数学者の頭脳によ

って研究され、伝習せられた抽象的理論を生命とする数学を、

現代に於いては特に秀いでたる才能を有する少年以外の多数の

学生生徒にもこれを学習せしめる必要を認め出したとはいえ、

その抽象的理論をそのまま如何に配列しようとも、エ夫しよう

とも彼等全部に興味を以てたやすく理解せしめることの困難は

言うまでもないのである。

我れ等は学校に於いても数学教授法が今日の方法以外に大な

る革新の余地のあることに就いてペリーの所説を全幅的に礼讃

するに騰曙しないのである。

併し学校に於ける数学教授法に関して、今本書にどれを記述

する必要はないのみならず、それは学校に於いて数学を学んだ

経験は持ったことはあってもこれを教授した経験を持たない自

分にとっては口を誠せざるを得ないのである。併し社会教育の

立場にあるスカウトの指導者としては、その持つ処の教材の範

囲に於てなし得る数学的作業として、進級制度及び技能章制度

の中の目測、又は測量法や野外作業の多趣多様化としての範囲

に於けるこれらの指導こそ青少年に対するｦ時閥象的な数学練習

の絶好の機会であり、これによって論理的な、科学的な頭脳の

練磨、近代文明~特に近代生活の適者たらしめん為に必要な

る訓練として数学が重せられねばならない今日の世の中に－
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乗ｂ込むべき運命を有する小国民に対して、指導者はこれらの

作業に就いての表面的副産物的な教育価値を認識し、適当な指

導並びに鼓舞について留意する必要があると思う。

青少年教育上に現われる処の測量法または目測が専門家を養

成する目的でないことは、今更言うまでもない。私自身もとよ

り測量家でも数学者でもない。しかも本題の如き６のに一文を

草するも皐寛青少年指導者に与えられた課題である処の問題に

対して、貧弱な一研究としての報告を試みるに過ぎないのであ

る。「簡易測量法」を少年に実習せしめる教案を書いて見よう

と志したについてその序文の更に序文として以上述べたのであ

る。以下に記述する場合、読者を高き数学知識をもっている指

導者と見なして記述することを避けて寧ろ青少年に向くことに

したいと思う。これは私自身がそれら指導者に対して講述する

素養と賓格を欠くことを承知しているのと、本篇の読者が直ち

にその指導している少年に対して応用せられるのに幾分でも便

利であれば幸いとするがためである。以下の記述に就いて予め

読者の御諒怒を乞うておきたいのである。

昭和１１年１２月

著者

目



例

一一一百
１，本篇は中学高校程度の生徒、スカウトの野

外訓練、或いは郊外作業として、其の教材を

「測量法」に採ったものである。

１，従ってこの測量の結果を以て実用に供しよ

うとする人々には恐らく不満足ではあろうけ

れども、この点誤解なきよう希望する。

６
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青少年の野外作業用

簡易測量法

はしがき

スカウトが野外に出て、日光を浴び新鮮な空気を呼吸し、大

自然の恵みに浸ることが身体にも精神にもどれ程利益を与える

か知れない。

野外に出ることだけでも特に都会の少年の大きな喜びである。

併したびたび野外に出ても、いつも同じ道を歩き、同じ野山の

景色を見る内には変化を要求したくなる。野外の作業はこの単

調を防ぐもので、少しの工夫で野外の作業が千変万化する。

野外作業として実地について簡単な測量をしたり、簡単な地

形図を作り上げることはスカウトにとっては面白いゲームの一

種である。ただゲームであるのみならず、われわれは実際にこ

のような地図を作る必要に出あう場合がある。それは自分の為

ばかりでなく国の為、人の為、世の為になることがある。

学校で修める数学の効用は頭脳の練麿とその実用にある。野

外のスカウト作業としての測量術も興味あるゲームとして頭脳

を働かせ、野外の新鮮な空気や日光より受ける利益の外に、手

－１－



足を通して数学の頭を練り周密な科学的操作力を義なうことと

なるであろう。この簡易測量法はこれが直ちに実用に役立つこ

とよりも、上述のような点を考えてその操作の上に留意ざれな

ければならない。

２



第１章距離の測り方

１最も簡単な距離の測り方

1．道具を用いて

』物の長さを測るには普通「度器」（きし）をもって，測ろう

とする場所にこれをあてがってその目盛ｂを読んで長さを知る

のであるが、少し長い距離では「巻尺」または「チェーン」を

その場所に当てて測ることは譲れも知る通りである。

「チェーン」とは鉄鎖で一定の長さの目印のあるもので、メ

ートル式のものは10ｍチェーンが用いられろ。英国式の「チ

ェーン」は66呪（凡そ20ｍ）でこれを「１チェーン」と言い

８０チェーンで１哩と定めている。この外に１鎖50呪のものも

１００沢のものもある。どちらも鋼鉄索で作ってある。そして

この一つの節は大体チェーンの全長の100分の１にしてある

から、１００沢のチェーンでは１節は１沢で、５０呪のチェーン

では１節は１沢の２分の１即ち６吋である。又66呪のチェー

ンでは１節は７．９２吋である。節は之を「リンク」という。

巻尺は普通伸び縮みの少い布で作ってあるが、鋼鉄製のもの

･もある。鋼鉄製のものは長いのになると300ｍ位のものもある。
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スカウトの野

外作業では「チ

ェーン」や巻尺

を用いることは

先ずないといっ

てもよいが、精

密に測る場合は

これを用いなけ

￣ＰＧ

第１図とれを用いなけ

ればならないことは勿論である。

その外、距離を測る道具に回転計というものがある。（第１

図)。柄のついﾌﾟこ車輪を押して歩けば車の回転の数が目盛りに

現われるように作られたもので、その回転数に車輪の円周の長

さをかければ距離が出る便利な道具である。これなどは古自転

車の車輪でも応用してスカウトの工作としてこしらえて見るの

も面白い。併しスカウトの行なう測量は精密さを求めるよｂも

前に述べたような目的によるのであるから、道具は不足でもス

カウトの頭と手足で大体の測量Kができなければならない。

いつも野外作業に出る時は杖とロープを持って行くことにす

るとよかろう。これに予め尺度を盛って置けば道具の代用とし

て使用できる。

４



２道具を用いない場合（歩測）

スカウトは特別の道具を用いないで、距離を測ることに先ず

習熟することが大切である。

歩測測ろうとする場所を歩いて、その歩数で大体の長

さがわかる。これには普通に歩いﾌﾟこ場合の自分の歩幅を予め測

っておいてこれに歩数をかければよいのであるが、計算の便の

為には、何歩で･何メートルになるかを平素の練習によってきめ

ておくのがよい。同一人でも少年時代と青年時代によって変る.

ことは勿論であるから、時々自己の歩1幅とメートルとの関係を

確かめておくとよい。一歩の幅は踵から踵までの長さで測る。

青年ならば５歩（単歩）で４ｍ（即ち１歩80ｃｍ）としても

よい。４歩で３ｍ（即ち１歩75ｃｍ）が普通行進の歩|福である

から、これを用いるもよい。この歩幅は１００メートルが約66複

歩となる。複歩とは左右の足１歩宛を１組みとする数え方であ

る。この複歩で或る距離を数えた場合、その複歩数にその複歩

数の２分の１の数を加へた数字は大略その距離のメートルにな

るので計.算の便がある。`仮に15複歩の距離は１５＋7.5＝22.5

即ち22ｍ半と測定するのである。

身長の低い少年ならば７歩（単歩）で５ｍになるよう練習し

てもよい。この場合の１歩は71ｃｍ余で端数であるが、長距離

を歩測する場合は無理な大股で歩くことは無理であるからこれ
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を用いてもよい。即ち１００ｍは70複歩になる。

※「スカウトペース」で２ｋｍを15分で行くことが自分で定

まれば、長距離は時間によっても大体知ることができる。これ

も歩測の一種である。

目測を測量法の基準に用いることは余りに不正確であるが、

見取図を作る場合，または報告をするにはしばしば必要がある

から心得ておかねばならない。以上の外に音響測量:法がある。

これも野外で雷鳴のある日、花火を見る時、銃砲射・蝶の際など

に実習するとよい。

※スカウトペースとは常歩20歩、駈足20歩とを交互に繰り返

して２ｋｍを15分きっちりで行くように練習し，何時でも

このペースで行けるように馴れておく歩調のことである。

空気中（温度零度の時）音響の伝達は1秒に332,余、温度が朧れ

ば早くなる。３秒間に約1000ｍである。（摂氏４度で340ｍ、365ヤ

ード）

3．斜面距離と水平距離

地上の測量では一般に距離といえば水平な距離をきすのであ

るから、途中に凸部のある場合や、,傾斜地等身では正確にいえば

水平距離になおして何メートルと表現しなければならない。併

し簡易測量では急斜面でない以上斜面の距離をそのまま水平距

離と同様に取り扱ってもさしつかえない。

すべて斜面に沿って測った長さは水平距離よりいつも長いと
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とはいうまでもない。

やや急な斜面での水平距離を測るには、杖を垂直に立て、そ

の上方から斜面に向って水平に綱（または巻尺）を張り地面に

着く点に更らに杖を立て同様に繰り返えし、水平な綱の長さを

加算してその合計を見るのである。この外に斜面の水平に対す

るす角度を計り、斜面に沿って測った距離と上記の角度とから

計算して水平距離を知ることもできるが、これには角度ぞ計る

器具と三角函数表とを必要とするからこれは後に述べることに

する。

坂路を歩測することは一寸困難である。斜面を登り又は降る

場合は大体次の表のように１歩の水平距離を短縮する。〔米国

ハーパードエ芸学‘佼のジョルダン教授が行った１３６回の試験に

よる平均数

坂路の傾度’0.’５゜’１０゜’１５.’２０.’２５.’３０゜

登り坂に於て’１１９０９１．８０２１．727卜6４８１．５８５１．４９４

９０９１．８７０１．７７９１．６４８降り坂に於て’１．１９６１１．９３３

註0゜はzk平のこと、これを１とする。

即ち30度の登り坂では１歩の水平距離は平地の１歩の約２分

1になるのに注意すべきである。

７

坂路の傾度 0°’５゜ 10｡ 15｡｜20。 25。 30。

登り坂に於て 909 802 727 .、６４８ 585 ､４９４

降り坂に於て’１ ､9611J933 909 870 779 648



2.見通し式測量法

１．－端に近づき難い場合

イ．ナポレオン法

との方法は測者の姿勢が名画に残っているナポレオンの姿を

想い起すようなところから名付けられたもので、小川の幅等を

片側から測るには一寸便利である。この方法は平地で練習を数

回行って体

の向きを変

える際に頭

部の傾け具

合を変えな

いように馴

れるがよ

い。測者は鍔広幅〔スカウト帽のような）をかぶり直立不動の

姿勢をとり、測ろうとする川の岸に、対岸に正面して立つ。そ

して帽子の鍔の前縁と対岸とが一直線に見通すようにする。こ

の場合、測者の足元の地面と対岸の目当ての高さとがほぼ同一

の水平面にあるかどうかに注意しなければならない。小川の高

さが同じでないときはこの方法では困難である。帽子の傾き加
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減と菅のすわり具合が大切である。対岸の目標と帽子の縁とが

合ったならばその姿勢をくづさぬようにしてこちらの川岸にあ

る平地（凡そ川幅に相当以上の直線の取れる場所があればよ

い）に向きをかえる。次に帽子の縁から前と同じように見通お

してその地面に目印を求めるか、助手のスカウトに目印を地面

に付けさせろ。次に測者の足元からその目印までの距離を実測

する。この実測距離が川幅に相当する。この方法は三角形の一

辺が等しく仁の場合測者の足先から眼までの高き）二つの角

が等しい時は他の二辺もそれぞれ等しいという定理の応用であ

る。

ロ．等三角形法

川や池の対岸までの距離を測る場合にその１１１岸まﾌﾟﾆは池畔に

相当な広場があれば次の方法で測量する。

先づ対岸に岩か木か目標になる

ものを定め、それに正面する地点

を求める。対岸の目標をＡとしこ

ちらの岸の地点に印を付けてＢと

Eする（第３図)。次にＢ点からＡ

Ｂの線に直角な方向を見定めねば第３図Eの幌にIEL周ば刀lFU哲兄兀二のねは

ならない。

、機械を使用すれば直角を見出すことは容易であるがロープと

（さし）だけより持たぬ場合は次の方法で直角を出すのが早い。
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ロープで直角を出す法ロープに物きしで（巻尺があれば便

利である）３，４，５の割合の長さに目印をつける。３０ｃｍ,40ｃｍ

50ｃｍでもよい(長さを大きくする程正確さが増す)この目印の

点でロープを曲げて両端の目印を合して三角形を作り、その三

隅を持ってロープを緊張すると直角三角形ができ上る。この直

角を用いて見通し級を作れば、比較的簡便に直角が見出される。

別法「四つ折り法」一本のロープを同じ長さずつ四つに区

分して､その区分目毎に目印を付けておく｡物ざしを用いなくて

もロープを四つ折りにすれば容易くできる。この四つの区分あ

るロープの相隣に三区分で正三角形を作り、残りの一区分を正

三角形の一辺から延長した方向に引く。この場合ロープの四つ

の目印をしっかり持ってロープを緊張させねばならぬことは勿

論である｡即ち第４図の形が出来ろ。この図の

ＤとＢとを見通す線は、ＣＢ線と直角になる。

別法「合掌法」両腕を左右に伸ばして既

定線の上に一致させる。次に虚心を保ち両腕

を伸ばしたまま体の前に叩き合わすと、そ

の合掌の両手の間が前の線に直角の方向にあ同

第４図ろ。この方法は前の二法よりは理論的には正

確さが劣るが簡便である。

以上のような方法で直角を出して第３図のＢ点からＤの方向

を定めその方向に適宜30歩または50歩あるきＣ点を定め、また
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更らに同じ方向に同じ距離だけ進んでＤ点を決定する。次にＤ

点からＤＢ線に直角に川に遠ざかりつつ歩いて時々ふりかえっ

て川の対岸の目標ＡとＣとを見通しになるＥ点を求める。見通

しの為にＣ点に杖を立てておくことはいうまでもない。丁度対

岸のＡとＣの杖とが重なって見える点が発見できたらＤとＥと

の距離が丁度ＡとＢとの距離に等しくなっているのでＤＥ間の

距離を測って川の幅を知るのである。この場合三角形ＡＢＣと

三角形ＥＤＢとは全く等しい形で等しい大きであるからＡＢと

ＥＤも長さが等しいことになる。

へ相似三角形法の１

前の方法と同じように対岸の目標Ａを定め、こちらの岸にＢ

を定める。ＡＢ線に直角に適宜の距離
Ａ
Ａ－－．

だけ進み前の方法と同様にしてＣ点を

定める。次に更に同じ方向に進むので

あるが、今度はＢＣ間の距離の２分の

１または３分の１か場合によっては好

きなだけ進んでＤ点を定め、その距離

を測っておく（第４図)。次にＤ点か

らＤＣ組に直角に川と反対の方向に進

=＝一－二

V'一
Ｐ

第５図らUCiPRに直円に｣||と反ﾇﾖの刀l1Fllにｺﾞ運

んで、Ｃ点とＡ点とが重なって見通される点Ｅに至る。この場

合はＤＥ間の距離とＣＤ間の距離と割合(比)はＡＢ間の距離と

ＢＣ間の距離の比と比例するのである。故にＣＤ間の長さを仮
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bにＢＣ間の長さの２分の１に取ったならばＤＥの長さはＡＢ

間の長さの２分の１に相当するからＤＥの長さを２倍すればＡ

Ｂ即ち川幅が出る。もし最後に述べﾅこようにＣＤ間をＢＣ間の

何分の１かに取らず適宜の距離だけ取ったとすれば、次の比例

式を用いて計算すればＡＢ即ち川幅が出る。ＡＢ間の長さをＡ

Ｂで現わす。以下同様。

ＡＢ：ＤＥ＝ＢＣ：ＣＤ故にＡＢ＝ＤＥ×ＢＣ
ＣＤ

の式で容易く計算できる｡

第５図の三角形ＡＢＣと三角形ＣＤＥは相似三角形であって、

2つの三角形の相似に位置にある辺同志は３組とも同じ比をな

しているのである。

この方法は（ロ）の等三角形法

よりも河畔の平地の面積が小くて

測量が出来るから空地の少い場合

に用いられる。

二．相似三角形法の２

川の対岸の目標Ａに正面するＢ

点から左右何れかへＡＢ線に直角

に適宜の距離を測りＣ点を定める

L－
￣－－

～￣

￣￣＝

Ｂ

、

第６図に適宜の地M1fを測りＣ点を定める

（第６図)。Ｃ点から目標Ａに向うＡＣ線に直角にＣＤ線を決

定し、Ｄ点はＡとＢとを見通す位置とする。そこで三角形ＡＢ

Ｃと三角形ＣＤＢとをよく調べて見るとこの二つの三角形は向
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き方が異なわてはいるが、丁度相似三角形になっていることが

わかる。即ちＡＢとＢＣ、ＡＣとＣＤ、ＢＣとＢＤは各同じ比

になっている。故にＢＣは既知であるからＢＤ間の距離を実測

すれば次の比例式で、ＡＢは容易に計算上解るのである。

ＢＤ：ＢＣ＝ＢＣ：ＡＢ．..ＡＢ＝ＢＣ×ＢＣ
ＢＤ

との方法は前の方法よりも更らに狭い空地でも測量ができる

方法である。

木．相似三角形法の３

対岸の目標Ａ点に正面してＢ点を

定めＡ点とＢ点とを見通すＡＤ線の

Ｄ点を適宜の距離に取る。次にＢ点

から直角ＡＢＣを作ｂ適宜の距離に

Ｃ点を定めろ。次にＤ点からも直角

なＤＥ線を作り、その線の上で対岸

のＡ点と先きに作ったＣ点とを見通

すＥ点を決定する（第７図)。ＢＤ

Ａ

一三一ﾌﾑﾆ
一二二三二三ｔ三一

７ir-獄￣
ＥＦＤ山旦ﾉ試Ｃ元さに1'Ｆっ７こし尺と乞兄週

第７図すＥ点を決定する（第７図)。ＢＤ

間の長さと、ＢＣ間の長さと、ＤＥ間の長さとを実測すると次

の式でＡＢ間の長さが計算されるのである。即ち

ＡＢ＝Ｂ:望：
この式の出来る理由は一寸説明が要る。実際測量の際には必

要で‘はないが、図上のＣ点からＢＣ線に直角なＣＦ線ｶｺﾞあると

想'像する。そしてＦ点はＥＤ線にあるものとする（第７図)｡と

‐－１３－



三角形ＡＢＣと三角形ＣＦＥとは相似三角形となるのである。

故にＡＢ：ＣＦ＝ＢＣ：ＥＦとなる。然るにＥＦはＤＥから

ＢＣを引いた差だけの長さに相当するから、この比例式はＡＢ

９ＣＦ＝ＢＣ：（ＤＥｌＤＦ）である。故に前の計算式ができ

上るのである。

へ．相似三角形法の４

（ホ）の方法ではＢ点から出したＢ

Ｃ線及びＤ点から出したＤＥ線はいず

れもＡＤ線に直角としたが、これらは

必ずしも直角でなくてもよいのである。

ＢＱＤＥ二線が平行綴にさえなれば

ＡＤ線とのなす角は鋭角でも鈍角でも

差し支えはない（第８図)。即ち最初

Ａ

：第８図差し支えはない（第８図)。即ち最初

ＢＣ線を定める時、土地の都合で角度にとらわれないで勝手に

引いてよい。次にＤＥ線を定める時にはＢＣ線と正しく平行す

る様にすればよいのである。要は三角形ＡＢＣと三角形ＣＥＦ

形であればそれでよいのである。しかも測量実施の際にはＦ点

を実地に出さなくてもよい。何故ならＲＥの長さはＤＥとＢＣ

の両線の差であるから計算上直ちに判明するのでＥＦの長さを

実測する必要がない訳である。（第８図）

との方法でＢＣとＤＥの二線を平行線にするにはＢ点及びＣ

点から直角に等距離だけ測ってＤ点及びＥ点を定めなければそ
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の結果は非常に不正確になるから注意を要する。

この章で述べた測量法は３名以上のスカウトの合同作業とする

ことが必要である。そして直角を作ることと、目標とする地点に

杖を立て「見通し」を正確にすることが重要点である。又ここで

は川の幅を測るものに例を取って説明したが、川でなくても一端

には歩み寄ることができて、他端には大迂回せねば歩み寄れない

場合の距離測量に用いられるものであるから、両端の中間に川

溝、水田等が極く小部分はさまれている処の距離を測るのに用い

る方法となることを承知せねば応用の妙はない。スカウトの考査

に用いる「目測」では５パーセント以上誤らぬことという規定が

あるが、仮bにも測量法を行なう以上は左様な程度では素よりい

けない。これが実践数学であると同時に、あくまで正確を期する

為に綿密な注意をする訓練があることをなおざりにしてはならぬ。

２両端には達し得られるが中間に障碍物の

ある二点間の距離

前節では一端には達し得るが一端には近づき得ない線の長さ

を測ったのであったが、測ろうとする線の両端には達すること

ができるが中間に池、沢、水田等があって直接に測れない場

合、または測ろうとする両点の中間に森や建築物があって一端

から他端の見通しができない場合には、今までとは異った方法

で測ることができる。

イ．直角法

第９図でＡＢ間の距離を測りたい時、ＡＢ間に池があるとす

る。先づＡ及びＢの両点に杖を立てこれを見通すＡＣ線及びＢ
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Ｄを地上に決定する。次にＡ点か

=|轍
らＡＣに直角にＡＥ線を出す、ま、

たＢ点からＢＤに直角にＢＦ線を

出してＡＥとＢＦの長さ琵等しいＥＦＩ、ししａｎとじ」プｕﾉ痘匡さ・tE寺しい

第９図長さにする。そしてＥＦ間のB巨離

を実測すればＡＢ間の距離に等しいものである。

今の方法は距離測定に用いたのであるが、これは逆に方向決

定法に用いることができる。例えば第９図のＣからＡに向って

測りつつ進んで来た時、ここで障碍物に遭遇しﾌﾟことする。この

時ＡよりＣＡに直角にＡＥ線を出す、又Ｅ点からＡＥに直角に

ＥＦ組を出す、次にＦ点からＥＦに直角にＦＢ線を出してＦＢ

の長さをＡＥに等しい長さに切る｡次にＢ点からＦＢ線に直角

にＢＤ線を決定する。このようにすればＢＤ線は始めＣＡの線

と全く同方向を指している道理であって、即ちＣＡ線の延長に

当るので距離はＡＢの代りにＥＦの距離を適用すればよいわけ

である。

ロ．正三角形法

前例と同じように間に障碍物がある時（第10図）ＡよりＰへ

線を出すのであるが、ＡＰ線はＥＡ線に直角ではない60度の角

度で出すのである。６０度は角度を出す道具を用いないで簡単に

出せる。それは一本のロープを等しい長さに三つの区分に分け
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て印を付けて置いてその－区分を一

辺とする正三角形を作る。その三角

の三つの角は60度になっていろ。故

にこのようなロープの三角形の一辺

をＡＥの延長ＡＣに置いて各辺を緊

張すればＡＰの方向が定まる。次に第１０図狼すればＡＰの方向が定まる。次に

Ｂ点でも同じ様に正三角形でＢＰ線の方向を定める。ＡＰ線は

ＢＰ線とＰ点で交わる。そこでＡＰまたはＢＰの長さを測って

見る。どちらでもよい。との長さがＡＢの長さと全く等しいの

である。何故ならばＡＰＢの三角形でＡの角とＢの角とはロー

プで60度を出したのであるがＰの角は双方から来た糠で出来た

ので角度はどうなっているかといへば、すべて三角形の内角の

和は180度になっているのでＡの角Ｂの角は各60度であるから

合計120度で残りのＰの角も60度になっている道理である。そ

こで三つの角が60度であるからこの三角形は正三角形である。

従って各辺が等しい。即ちＡＢはＡＰとＩＡＢＰとも等しい。Ａ

Ｐの長さを測ればＡＢの距離がわかるのである。

この方法もまた前の例と同じように始めＥよりＣに向って測

りながら進んで来た所が障碍物に遭遇したため障碍物の前方

の方向が不明となった場合の、方向決定法にもなるのであ

る。即ちＡ点において60度の角度を求めＰの方向に進みＰ点

からまた60度を取ってＡＰと同じ長さだけ進みＢ点に到り、
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更らにＢ点から60度を取り、その外角の方向ＢＦ線を定める

ことができるのであって、ＢＦ線は全くＥＡ線の延長線に相

当し同方向を指すのである。そしてこのＡＢ距離はＢＰと全

く同じ長きになっているのである。

へ中間標･桿法

ＡＢ間の距離を測ろうとする時、その中間に土地の隆起した

もの、例えば丘陵、土堤等があったとする。この時はＡＢを見

通すことができないから前の=法

を直ちに行なうことができない。

この場合はＡＢの中間の丘の上に

2本の杖を持参して、第11図のよ第１１図Ｚ本の杖趙持参し~し、弟上上区|のよ

うにＡからＣ及びＤの杖が見通せるようにし、ＢからもＤ及び

Ｃの杖の見通しができるように両杖を少しずつ移動してＡから

８２本、Ｂからも２本の杖を見通し得た時、中間の而杖の位置

を固定してＡＢの直線を決定するのである。そしてＡＢ間をそ

のiiiilに沿って直接の方法で(即ち傾斜面の測り方)か、または前

に掲げた様な諸法の一つを応用してＡＢ間の距離を測ればよい。

二．平行四辺形法（相似三角法といってもよい）

中間の障碍物が丘か土堤の場合は前の方法で測ることもでき

ようが、もし森とか、建築物がある場合は見通すこともできな

い、またその上に登ることもできない。

今Ａ、Ｂを森をはさんだ２点とする（第12図)。ＡＢ間の距
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雛は前の方法では測れない。即ち、この森は密林なので見通し

ができないからだけでなく、梢の先に登って桿を立てることも

できない。この場合はＡ及びＢを同時に見通し得る任意の地点

Ｐを取り定めろ。Ｐ点はＡ及びＢから距離や方向について制限

をされないが、あまり遠く離れない方がよい。そしてＰからＡ

までの距離を実測しその２分の１の

ところに小杭を打って目印とする

(Ｃ点)。次にまたＰからＢまでの距

離を実測してその２分の１のところ

に目印をつけるの点)。そしてＣＤ
．Ｐ

第１２図の距脚Ｉｔを実測して見る。このＣＤ間

の距離を２倍すればＡＢの距離が出るのである。

この測定法の理論を簡単に説明するためには、ＡＢの中央に

０点があると想像してそれとＣ点とをつなぐＯＣ線を想像して

見る。三角形の二辺の２分の１点即ち中央をつなぐ線は、三角

形の他の一辺に平行するという定理によって、ＣＤ線はＡＢ級

に平行し、ＯＣ線はＢＰ線に平行する。そこで想像したＯＣ線

とＢＤ、ＯＢ、ＣＤの四つの線で平行四辺形ができて向い合う

二辺の長さは等しい。即ちＣＤの長さはＯＢに等しい。そして

０点はＡＢの中心であるから、ＡＢはＣＤの２倍に当ることが

わかるであろう。

木．平行四辺形法の２（前法の変化）
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前法ではＡＰの２分の１の処にＣ点をとり、ＢＰの２分の１

の処にＣ点を取ったが、もし之をＡ

Ｐ線の３分の１，Ｐの方に寄せてＣ

を取り、またＤ点をＢＰ組の３分の

１，Ｐの方に寄せて取り（第13図）

ＣＤの距離を測りこれを３倍すれば

ＡＢの距離が出るのである。同様に

４分の１のところを取れば４倍す

Ａ

Ｐ

第１３図４分の１のところを取れば４倍す

ればよい。この理由は前と同じ平行四辺形の定理で説明ができ

るのである。

へ相称三角形法

建築物をはさんだＡＢ間の距離を

測るのは（第14図）前の例の森の場

合と同様に直接にＡＢを測ることが

できない。また屋根に登るわけにも

ゆかない。そこで前のようにＡとＢ

とを同時に見得る点Ｐを適当なとこ

ろに取る。そしてＡＰ間及びＢＰ間

|義1111 Ｂ

ﾌァ
Ａ

、￣

|、画

第１４図ろに取る。そしてＡＰ間及びＢＰ間

を実測する。そしてＡＰを延長してＡＰと同じ長さだけ測って

Ｄ点を定め、ＢＰを延長してＢＰと同じ長さを測ってＣ点と定

める。次にＣＤの距離を実測するとその長さがそのままＡＢの

距離なのである。これは三角形ＡＰＢと三角形ＰＣＤはＰの角

－２０－



が竿しく（対頂角)、両辺がそれぞれ等しいから、一方を逆さ

に置き換えると二つは全く重なり合う三角形である。故にＣＤ

はＡＢに等しいのである。

卜，相称三角形法の２（前法の変化）

前の方法ではＰから下方への二

つの延長線をＡＰ、ＢＰに等しい

長さに取ったが、これをＡＰ及び

ＢＰの各３分の１に取ったならば

（第15図）ＣＤの距離を３倍すれ

ばＡＢの距離が出る。

この理論は木の平行四辺形法の

るので、第13図を少し変化して考

|目Ａ

、
吐

第１５図この埋諭はホの』Iﾑ行２

理論と同じように説明ができるので、第13図を少し量

えたら諸君にわかることと思うから説明を省略する。

今迄に述べた測量法の中でしばしば「見通し」のことを言って

いるが、見通しをする場合、スカウト作業であるから、杖を用い

るのを原則としたい。本当の測量家は「標桿」または「向桿」と

名づける長き２ｍ乃至３ｍ、太さ３ｃｍ内外の木製円桿で、３０ｃ

ｍ毎に紅白または黒白に塗り分けたものを用いる。これは充分真

直なものでなければならないから、杖の場合でもなるべく曲らな

いものを用いねばならぬ。また見通しの際には手前の杖も彼方の

杖も地上に垂直に立てることの必要なのは言うまでもない。そし

て遠近両杖が重なｂ合い、更にその中間または尚遠方の杖が重な

って、始めて見通しになったと言うことができるのであるから、

－２１－



円

実施上相当綿密な注意がいる。

見通しができ上った場合、その必要な地点に目印を付-ける為に

テントのペッグ位の小杭を準備して行くとよい。特に草地では必

要である。

また本節に述べたような測量ではスカウト５，６名、或いは一

班の合同作業とするがよい。決してスカウト２名だけではできな

い。

２点間の距離を測るのは、２点間を結びつける一直線上、即ち

最短距離を測らなければならない。この実､Ｉが不正確であれば最

後の結果はそれ以上不正確となるとと勿論である。

3．両端に近づき難い直線の距離

前節では両端には達し得られるが中間に障碍物がある２点間

の距離を測ったのであるが、今回は測ろうとする距離の両端共

に近づき難い場合にこれを外側から測る方法について述べよう

と思う。この場合は前の諸法を組み合せて応用する必要がある

ので幾分複雑になる。

イ．差引法

川の彼方にある二つの目標物、例えば人家と独立樹との間の

直iWm距離を測ろうとする場合のように今Ａ，Ｃをその二つの目

標物とする(第16図)。Ａ及Ｃが図のような配置にあれば、Ａ，

Ｃを見通す点Ｂを選定する。そして先ず第一にＢＣの距離を前

の第２節で述べた方法の内の一つを応用して測量する。次にＡ

Ｂの距離を同様に測る。このようにすれば
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ＡＣ＝ＢＣ－ＡＢ

であるからＢＣからＡＣを差引いてＡＢ

の距離を見出せばよい。

前に示した一端には近ずき得るが他端

には近ずき難い例としてＡとＢとが川を

はさんで正面している図が描いてあるが、

第16図ではＢＣの線は川の方向には無関第１６図弟lbl凶~ＣはＥしし1泳紅｣lluノロl｢UILIa;J1(矧失Ｉ

係と考えて左右いずれか広場のある方へ補助線を作って測れば

よいのである。

ロ．平行線法

Ａ，Ｂ間の距離を測ろうとするに、任意の点Ｃを選び〔第１７

図)、前記の方法で､ＡＣ及び

ＢＣの距離を測り、ＡＣの延

長線にＣからＡＣの２分の１

または３分の１の距離のＥ点

を定め、ＢＣの延長線上にＣ

から、前にＣＥがＡＣの２分

の１ならば今度もＢＣの２分

ろ。次にＤＥの距離を実測し

第１７図のｌな１つは今壁もＥしのＺ分

の１の長さだけ測ってＤ点を定める。次にＤＥの距離を実測し

て之を２倍すれば、これがＡＢの距離となるのである。

もしＣＥをＡＣの3分の1に取ったならば、ＣＤもＢＣの３分

の1に取り、ＤＥの実測距離を3倍すればＡＢ間の距離が分かる。
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庁

もし場所の都合等でＣＥを任意の長さに取った場合は

ＤＣ：ＣＥ＝ＢＣ：ＡＣ

の比例になるから

ＤＣ＝ＢＣ×ＣＥ
ＡＣ

を出してＤ点をＣ点から測って定めればよい。次に前の通りＤ

Ｅを測り次の式で出せばよい。

ＡＢ：ＤＥ＝ＢＣ：ＣＤ．.．ＡＢ＝_旦旦×ＤＥ
ＣＤ

これは三角形ＡＢＣと三角形ＣＤＥとは相似形であるから相

等しい角に対する辺はそれぞれ同じ比をなすという定理によっ

たものである。

この方法を平行線法と名付けた理由は今述べたように作った

ＤＥ線はいつもＡＢ線と平行するからである。この証明は省略

する。、

へ相似三角形法

ＡＢを測ろうとする直緬とする（第18図)。任意にＣ点を選

び前と同様な方法で先ずＡＣ，及

ぴＢＣの距離を測り、またＡＣの

見通し線上に任意にＤ点を定めろ。

ＤＣ間を実測する。そして次の式

で未知の点ＥからＣまでの距離を

算出する。

ＡＣ：ＤＣ＝ＢＣ：ＥＣ
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’..、ＥＣ＝ＤＣｘＢＣ
ＡＣ

ＥＣの距離が分かればＣから実測してＥ点を決定する。次にＥ

からＤまでの距離を実測して次の式でＡＢの距離を出せばよい。

ＡＢ：ＤＥ＝ＡＣ：ＣＤＡＡＢ＝_ＡｐｘＤＥＣＤ

もしこの方法で始めにＤ点をＡＣの2分の1のところに取れば

Ｅ点をもＢＣの２分の１の処にとればよいので、このようにす

ればＤＥを２倍すればＡＢの距離が直ちに出るのである。この

説明は前の方法と同じ定理で分かるから記することを省略する。

筒この外に数種の方法があるが他の方法は一層複雑になるから
以上で止めることとする。

両端に近づき難い線の測り方は紙の上で書けば大層面倒である
がこの方法一つだけを野外作業に実施するならばたのしい１，２
時間を過ごすことができよう。

3．距離略測法

今迄に述べた距離測量法はどれも角度を測る器械を用いない

で簡易な見通し法で測るものであったが、細心の注意をもって

これを行なえば相当な器械を用いるのとかわらない成績があげ

られる理論の上に立ったものであった。この点で少々正確さは

理論的に劣るが、時間と手数の省ける最も簡略な距離推定法を

２，３記述しておこう。
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1．腕長利用法

イ．身長比例法

余り遠くない所の目標までの距離を直接実測する代りに小さ

い「ものきし」をもって略測する方法として、予め高さの知れ

た竿または杖を目標地に立て、それに向って'随を延ばし｢さし」

を立て対物の高さに相当する目盛ｂを読んでそこまでの距離を

算出することができる。然るに先方に立てた竿または杖の代り

に身長の知れた人をあてても同様であるのでここに標題のよう

に名付けた次第である。

同僚スカウトの身長を予め測って、１５０ｃｍあることを知っ

た。次にそのスカウトをその地点に行かせて停止させる。測者

はそのスカウトに向って尺度（ものさし）を手に握って腕を廷

ぽす。そして先方に立っているスカウトが「さし」の何ｍｍに

相当するかを読んだところ

が７ｍｍあったとする。ま

た測者の眼と腕を延ばして

握っている尺度との距離が

50ｃｍあるとすれば、先方

までの距離を〃とすると、

ぐうYYYY、
'''''１''''｣'''１）I1lT｢｢’

I（
第１９図

次の比例ができあがる。

罪：５０＝15080.7
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鼻“=架50=10714cm強
即ち目標までは約107ｍある。

ロ．横距略測法

前方の二目標例えば前に同じ位の遠さのところに立木が２本

立っているとする。その間の距離が測りたい場合、腕を延ばし

握っている尺度を横たえて〔第19図）２本の立木の間に相当す

る目盛りを読む。それが10ｃｍあったとする。次に測者から立

木までの距離が300ｍあるとすれば、両立木間の距離は次の比

例式で算出される。

ｒ：１０＝30000：５０．．．％＝１０x300OO＝6000cｍ
５０

即ち両立木間の距離は約60ｍである。

へ横距離略測法の２

前の方法は尺度を手にしたが尺度の代りに予め測ってある測

者自身の手を用いてもよい道理である。

握り拳の幅、握り拳の背の凸起の寸法、手指の１幅、指を開い

た時の指先きの間隔等を予め幾ｃｍあるか、幾ｍｍあろをはか

っておけば、また眼と拳間の距離をはかっておけば、前の方法

と同じ比例式で横の距離が推算できろ。〔第20図）

との方法で大切な事は先方の地点までの測者からの距離をで

きるだけ正確に近く推定することである。これが不正確であれ

ば、それだけ先方の距離も不正確となる。先ず最初に目標地点

までの距離の推定をしなければ前記の式も作れない。
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‘

．第２０図

２ミリ－法

との方法は前の二方法と同じ理論を別な言い現わし方でした

もので、腕長や拳の寸法等を角度の関係に引き直した方法であ

る。この方法の応用は前二法と同じように簡単であるが、その

理論はいささか詳しく説明せねばならない。

われらは円周は通常360度に割って、直角を90度にしてたい

ていの計算に用いている。然るにミリー法では円周を測者の眼

を円の中心として頭の前後左右に眼の高さに取りかこんだ円周

と想像する。この円周を6,400に割って、中心からその円周の

6.400分の１の弧に対する角を１ミリ一としたものである。

円周をなぜ6,400に割ったか。われらは円周はその円の直径

の約3.1416倍になることを知っている。そこでどく大ざっぱに

円の直径の３．２倍が円周の長さと考えて見る。すると円周は半

径の６．４倍になる。即ち半径を1,000とすれば円周は6,400に
－２８－



なる。このようなわけであるから円周を6,400に割った弧が円

の中心となす角を１ミリ－とすれば１ミリ-は半径の1,000分

の１の弦を有することになる。これは大変便利のよい数である。

地球のような大球では円周の360分の１を１度とし、その60分

の１を１分とし、その60分の１を１秒とするがかような角度は

速算に不便であるから上述の如きミリー法が考え出されたので

あろう。

そこで前のハの方法のように腕を前方に延ばして自分の指を

見た時、その指が幾ミリ－に相当するかを平常に計って覚えて

おく.そして１ミリ_に相当する遠方の物体は測者からその物

体のある場所までの距離の１，０００分の１の長さを有することが

直ちに判断されろ。１ｋｍの彼方にある物が８ミリ－あったな

らばその物は８ｍの幅があることを知り得るのである。もしも

２ｋｍの彼方の２本の立木の間が40ミリ-あるならば２ｋｍの

1,000分の40、即ちその立木の間は80ｍあることが分かる。

指１本が幾ミリ-に相当するかはもとより人によって異なｂ、

また指の尖端と根元とに依って大いに違うのであるが通例根元

に近い処で３０ミリ-乃至４０ミリ_ある。充分開いた大人の手指

の栂指と小指の間は腕長に対して４００ミリ－位である。（第２０

図）

第３章に掲げた距離の略測法は第１第２の両章で述べた測量法
Ｕ
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と理論においては共通するが、正確さにおいては最初から弱点を

もっている。スカウト教育上より両者を見ろと、第１第２章の測

量法は操作の上の周到な注意力の練磨と数学的或いは論理的頭脳

の練醗に多くの効果を期待するのであるが、われわれがスカウト

教育上に常に主眼を置いている処の感覚訓練の上にはかえって第

３節に述べた|M;測法のようなものが効果的であると感じろ。略測

法は直観的判断と絶えず連繋して行われる為である。特に精密な

器械を用いるiull量は時としては器械に全幅の信頼を掛けるが為に、

人間の主観的能力を発展させる余地を少なくするおそれがあるの

ではないか。スカウト教育に測量法を課する場合の指導者はこの

点に絶えず留意しなければならない。

また技能章の測量法と一般スカウトの野外作業の測量法との間
'

に若干の取扱い上の1;月迩も考える必要があろう。恰かも技能章の

救急法と進級考査中の救急法との相違も自らこれに似たものがあ

ると思う。

２紙折り法

今回は前節に続いて、もう一つ紙折りによる略測法を述べて

おこう。この方法は器械を用いない測量法として直角以外の角

度をも手元の紙上に描き写して縮図を作り、距離を比例で見出

す方法である。これは後に述べる円板測量法の理論そのままの

略測法である。この方法には先ず辺が正しく直線に裁断された

やや厚手の紙を用意する。（普通の画用紙でよい)。

イ．４５度法

紙が直角にたたれてあればこれを半分に折れば45度になるの

であるが、市販の品が正しく直角であるとは信用できないか
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ら、改めて紙を適当な場所から折り返えし、その紙の同じ一辺

が－つに重り合うようにすれば折目とその紙の一辺とは直角に

なるから、これを利用するがよい。

ＡＢの距離を測ろうとすると
Ａ

き（第21図)､ＡＢから直角の方

向に（これは前章に述べたロー

プを用いる方法で出せばよい）

ＢＣの方向に線を引く。この線

上で45度に折った紙の一辺をＢ

に向って見通し、同時にＡに向

二
二

行
日

第２１図に向って見通し、同時にＡに向

って折紙の他の一辺を見通す地点を見出さねばならない。これ

にはＢＣ線上に注意して歩きながら数度の実検によってその地

点をＣと名付ける。Ｃ点が定まればＢＣの距離を実測する。こ

の距離がそのままＡＢの距離に一致する。

三角形ＡＢＣのＢ角は直角で、ＡとＣとの角の和もまた直角

である。これは三角形の内角の和はいつも二直角になるという

実理による。然るにＣ角は45度即ち直角の半分であるから、Ａ

角も45度になるはずである。故にＡＢとＢＣとは等しいのであ

る。

ロ．縮図法の１

ＡＢ間の距離を測ろうとする時（第22図)。Ｂから容易に測

り得る任意の所にＣを選び、そこに杖を立てる。
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先ず紙の一角を眼に当て紙の一

辺をＡに向って見通す。次にその

紙をそのまま動かないように左手

でささえながら視線をＣの杖を見

通すように瞳をめぐらして紙の上

にこれを見通す線上に鉛筆の尖端

噸、
１３ Ａ

第２２図にこれを見通す線上に鉛聿の尖端

で軽く点をつける。点がつけば紙をおろしてその鉛筆の点から

紙の角へ折り返えせば、Ａを見通した紙の一辺とこの折目との

なす角は、現地のＡＢＣ角に相当する。これを別の画紙へ適当

な位置に鉛筆でていねいに写してその角の頂点にＢと記入して

おく。

次にＣ点に至り前と同様に（別の紙を用いる方がよい）Ｃか

らＡに紙の一辺を見通し、眼を転じてＣからＢを見通し紙上に

鉛筆でしるしをつける。そして同じように紙を折ってＣ角に相

当する角を作る。これを前のＡ角を記入した画紙上の角の一辺

にＢＣの線を合わせＡＣ線をていねいに鉛筆で写す。かように

すればＡＢ線とＣＡ線が交わる処へＡと記入する。

即ち図上の三角形ＡＢＣは現地のＡＢＣの関係を縮写したも

のとなる。そこでＢＣ間を実測し、また図上のＢＣ間を尺度で

測り、又図上のＡＢ間を尺度で測れば次の比例式で現地のＡＢ

間の距離が算出される。

現地ＡＢ；現地ＢＣ＝図上ＡＢ：図上ＢＣ
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．.、現地ＡＢ＝現地ＢＣｘ図上ＡＢ
図上ＢＣ

始めにＢＣ間を実測し、図上のＢＣを現地のＢＣの何10分の

１または何100分の１に取れば右の比例式を解く代りに直ちに

図上のＡＢを何10倍または何100倍すれば直ちに実際の距離が
出る。

へ縮図法の２

ＡＢを測る場合（第23図）適

当な地点にＣを定め、ＡＣとＣ

Ｂの方向の為す角Ｃ角を紙折り

出す。次にＡＣとＢＣの距離を実

てその何10分の１かを割り出しそ

法の線で角Ｃをはさむように、前

一

fﾊﾞー
Ａ

Ｃ

の寸法の線で角ＣをはきｉｔPように、前

第２３図の方法と同様に別の紙上に縮図を作る。

次に縮図上のＡＢを尺度を当てて測り、これを何10倍または

何100倍して現地のＡＢの距離を算出すればよい。この方法も

縮図は予め何10分の１かに作らなくても前に述べた様な比例式

で計算して現地の距離を出してもよい。

二．縮図法の３

河の向う側にあるＡＢ間の距離を測ろうとする時（第24図)、

任意の所にＣとＤを選び、前の方法と同様に先ずＣ点からＡＣ

とＤＣのはさむ角を紙折りで測り、別の画紙にＡＣＤ角を移し

て描き、次にＡＣとＣＢのはさむ角、或いはＢＣとＣＤのはき
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tp角を紙折りで測り、図上にＢＣの方

向線を入れろ。次にＤ点に至り同様Ｂ

ＤとＣＤのはさむ角を紙折りで測って

図上にＤＢの方向線を引く、この時の

ＣＢ方向線とＤＢの方向線が交わる点

をＢと記入する。これが現地のＢ点に第２４図哲らと后UヘリＯＣＬ“"凸型ｪｕＵﾉ、ﾉ就１１￣

相当するものである。

次にＡＤとＣＤのはさむ角を紙折りで測り、これを縮図に移

してＡＤの方向線を引く、この時ＣＡ方向線とこの線との交点

は現地のＡ点に相当するものであるからＡと記入する。

次に図上でＡＢを結びつけた線を尺度で測ってこれを前と同

様に比例式に当てはめて現地のＡＢ線の長さを出せばよいので

ある。（式は省略する）

図上にこの縮図を作る時、図上のＣＤを現地の何分の１かに

しておけば、ＡＢは図上のＡＢの何倍かにして直ちに計算出来

ることは前に述べたものと同様である。

紙折り法は111各測法のF１ｺでも実際に｢１.為やりにくいものであるが、

スカウト作業として行う上にはその教育的価値が相当にあると思

５゜この方法は精巧な器械測量とその原理については何等異なる

処はない。班の競技にすることもできる。
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第２章 高 ざの測り方

前章で述べた平面に於ける距離の測り方を立体面に応用すれ

ば高さの測量もできる道理であるが、平地のように杖を立てて

見通しをすることが自由にできないから、精密な器械を用いる

方法は別として、前章の末尾に記載した略測法とも関係が深い

からここには諸種の略測法を一先ず一括して記述しよう。

1．高さの略測法

1．投影法

同時刻の二つの物の日蔭はその物の高さに正比例する。測ろ

うとする目的物、樹木、旗竿等の高さは、別に高さの知れてい

る直立した杖の日蔭を測り、目的物の根元からその頂上が地面

に投ずろ日蔭までの長さを測り（第25図)、次の比,例式を解い

て目的物の高さを知る。この方法は正午前後や日没時近くでは

よくない。

ｊｕ:ｙ＝ＡＢ：ＢＣ．｡．〃＝ｊｊ×ＡＢ
ＢＣ

この方法で注意すべきことは目的物の影を測る時刻と杖の影

－３５－‐'：



を測る時刻とが同時刻

であることが必要であ

る。即ち同時刻の両方

の影の尖端に先ず地面

へ目印を付けておくこ

とである。

Ｃ

第２５図

－

２．水面反射法

目的物と測者との間の地面に金だらいに水を盛って置く（第
●●ひ●

26図）測者はその金だらいの水面の中心に目的物の頂上が峡っ

て見える位置に直立する。図中

のＡは眼の位置の符号である。

即ちＡＢは測者の眼の高さであ

る。

すべて平面に反射する光線の

入射角と反射角とはいつも等し第２６図入射肩と反射角とはいつも等し

いという理論からこの場合の水面と目的物の先端までのなす角

と、水面と眼までのなす角は等しいから、ここにも二つの相似

三角形ができている。そこで次の式を解いて目的物の高さを知

る。

戈：ｙ＝ＡＢ：ＣＢ．．．〃＝』ｘＡＢ
ＣＢ
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この測法で注意すべきことは、たらいの位置を地面に低く置

くことである。水面が高ければ測者の限の高さは水面からの高

さに修正し、目的物の高さは水面の地面からの高さを加えたも

のにせねばならぬ。尚、水面の代りに鏡を用いる場合があった

らその鏡は厳に縦横とも水平に置かれねばならぬ。水準器さへ

あればたらいの水の代りに鏡と水準器とでも測り得る道理であ

る。併し鏡を水平に置くのは実際困難だろう。

3．見通し法

イ．地面に眼を接する法

目的物の前、適当の距離に杖を立て、地面に眼を接して杖の

頂上と目的物の頂上とが見通して一致するようにする。

第27図に於て次の比例式ができる。

“:y-AB:ＢＣ」←,諾Ｂ
ロ．長竿法

の方法は地面に眼を接す

であるが、もし幸に杖の

２倍位の長さの竿があ

ればこれを用いて同様

の理論で測者は立った

まま測ることができる。

長竿を直すし地面から測者第２７図
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の眼の高さの処へナイフまたは鉛筆で印をつけ、そこから更に

竿の頂上までを実測しておく。そして前と同様に竿の頂上と目

的物の頂上とが今度は測者が直立して見通しになる位置を求め

る。こうして前法と同様に比例式を立てこれを解いて出た高さ

に測者の眼の高さを加えれば目的物の全高が出るのである。

この方法も他の場合と同様に竿をなるべく正確に直立きせな

ければならない。

へ複式見通し法

前の二方法は目的物の根元までの距離を実測し得る場合に用

いられるが、近接出来ない物体の高さを測るには少し複雑な方

法によらなければならない。

身長より少し高い杖が入用である。助手は目的物から適宜距

っ尤所に杖を直立させて支持する。測者は杖の先端と目的物の

見通しの所まで退いて直立する。測者の足元から杖が地につく

所までできるだけ正確に測る。次に杖を前よりも目的物に遠ざ

けて同じように立

て、測者は杖を立て

た所に目印をつけて

おいて、目的物とこ

の目印との直線との

延長線上更にずっと

後退して、再び杖の第２８図
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先端と目的物の頂上を見通す所に直立する。そして最後の測者

の足元から二度目に立てた杖の根元までの距離を実測する（第

28図)。これをjrとする。

第一に杖を立てた目印から第二に杖を立てた所までの距離を

測りこれをＤとする。さて杖については測者の目の高さ以上上

端までと、眼の高さより下端までの長さを正確に測り、眼から

上を〃、眼から下をＥとする。次はその計算である。

目的物の高さの内から測者の眼の高さを引いた残りをＨとす

ると次の公式ができる。

Ｈ＝Ｄ×ん＋ｈ
〃－ｙ

右の公式はどうしてできたか、ついでに、ちょっと書き加え

て置こう。即ち

”〃+D+ｘ及び÷=煮
ﾙーＨ

即ちｈ苑十ｈＤ＋〃Ｘ＝Ｈ〃及びルｌｙ＋/ｂＸ＝Ｈｙ

右の二式から

Ｈ妬－んｊＵ－ｈＤ＝Ｈｙ－妙

Ｈ冗一Ｈｙ＝ん"－町十ｈＤ

・・・Ｈ＝ノ、．.…….…公式
〃一Ｊ

との公式のＨには測者の眼の高さにＥをｶﾛえなければ目的物．

の総高さにはならぬことを忘れてはいけない。
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４．横倒し法

測者は小木片（棒状）を握り目的物から適宜の距離に立って

目的物の頂上と木片の先端を見通し目的物の根元と握った手の

栂指とを見通すようにする。次にその位置で小木片を横倒して

水平に保ち栂指と目的物の根元を見通し、先端を見通す地点に

助手のスカウトを立たせる。この助手のスカウトは測者と目的

物との間の直線に直角な直線

上に立つことが必要である。

そして助手の足元から目的物

の根元までを実測すればその

長さが目的物の高さに一致す

るのである。等しい二つの直

角三角形が一つは直立し、一

つは平面にあると想像すれば

この測法の理論は分かるであろう｡｡（第29図）

５．腕長利用による測り方

イ．杖による法

杖を握り腕を前方に充分突き出し杖を垂直に保つ。この時測

者の眼と杖との距離は平素から測っておいて記'隠しておく。そ

して杖が拳の上から現われる境目を目的物の根元に見通し、腕

の位置をそのままにして杖の上端が目的物の頂上を見通すよう
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仁する（第30図)。そのためには杖を握る所を少しずつ移動し

て修正せねばならない。丁度そうなった時、杖の握り目（拳の

端）から杖の上端までをメートル尺で正確に測る。この長さを

測る時に杖を握らた手は軽々しくはなしてしまってはならな

いから、握り目から先を助手に測って貰うか、また１人でする

時には左手で杖に鉛筆等で目印をつけた後、地面に杖をよこた

え、よく落ちついて測ればよい。眼

Ｘ

から杖の握り目までの距離をＡとし

杖の握り目から出ている部分をＢと

し測者の足元から目的物までの距離第３０図しlfIlI者の」追うﾛから'三lIUfZJまでのrE雛

をＤとすれば目的物の高さは前章の距離の測り方数例と同様に

苑＝Ｂ×，の式で目的物の高さを知ることができ
Ａ

ろ。

、この方法では始めの杖の握り目を目的物の根元に見通したが、

これを目的物の眼の高さの所を見通したとすれば〃に測者の眼

の高さを加えなければならない道理である。併しここに掲げた

ような略測法では今述べたような方法で大差がないからむしろ

この方をおすすめする。

口．ミリー法応用

この方法は前章距離測量法の時述べた方法を縦に(立面に)利

用するのである。即ち前項イの方法と同様に腕長利用によるの

であるが、測者の眼から拳の上端見通し点までの距測の１，０００
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分の１の長さが前方に突き出した拳の位置で、眼から見た角度

を１ミリ一とするのであるから、測者の直立した手指が幾ミリ

－あるかを平素から測って記憶しておく。これによって遠方に

ある目的物の上下を指で見通してそのミリーを推定する。目的

物までの距離を別に知ればその距離の1,000分の１にミリー数

をかければその物の高さが出る。

高さをＨとし距離をＤとし、目的物を指にて推定したミリー

数をＭとすれば

Ｈ=二+it;Ｌの式によって目的物の高さが出るの
である。例を挙げると300ｍ彼方に塔が立っている。この塔の

ミリーが９５ミリ－あるとすればその塔は２８，５の高さであるこ

とが分かる。（距離略測法中のミリー法を参照されたい）

へ複式腕長法

目的物の根元まで近づくことができない時の高さの測り方に

ついて杖を用いて見通す複式法は前に述べたが、ここには腕長

を利用する複式法を説明しよう。

１ｍｍ目が刻んであるメートル尺１個を用意する。始め目的

物に向って「きし」を握った腕を充分延ばして「さし」の握り

目（拳の上）を眼と水平の高さとして「きし」を直立させる。

「きし」の上端と目的物の頂上とが見通しとなるようにする。

この時のきしの目盛を読んで記録しておく。次に今立った地点

と目的物とをつなぐ直線上を若干後退して再び「きし」の上端
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と目的物の頂上とを見通すのであ

るが、この時は「さし」を握り目

から前よりは短く出す様にしなけ

ればならないのは勿論である。見

通しができたら「さし」の目盛を

読む。

始め立った所から第二の位置ま

眼から「きし」の握り目までをＩ

ｌＪｉｉ
'一一X二二l－Ｄ－Ｉ

第３１図

での距離老Ｄとし（第31図）眼から｜さし」の握り曰までを／

とし、「きし」の前に読んだ目盛を〃とし、後退して見通しﾅこ

時の「きし」の目盛をｈ'とし、目的物の高さから眼の高さを引

いた残りをＨとすれば

Ｈ=Ｉ鵠の公式を当てて…し､こ…の
高きＥを加えれば目的物の総高さが出る。これも次の代数式で

公式のできる理由が分かるであろう。Ｘを目的物から第一の地

点までの距離とすると、

〃＿Ｈ－－－．.………………･……………………（１）
ノＤ＋Ｘ

－－－………….……･;…･…………･…….（２）
ＪＸ

即ち(２１の式からｘ=÷が出る｡これを','の式へ代入すれ

ば胸､+型:L='H…。
即ち
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勉励､+伽TH=伽!Ｈ’唾=,(脚）
これに前に述べたように眼の高きＥを加えると目的物の総高

さとなる。

6．紙折り法

イ．４５度法

この方法は前章末尾に掲げた距離略測法中の紙折り法を立面

に用いたものである。厚紙を45度(直角の半分)の角になるよう

に折る。その角の尖端を眼に接し、一方の辺を水平に保ち、他

の辺にそって目的物の頂上を見通すよ

うにする。測者はそのため目的物と自

己との距離を適当に加減して求めねば

ならない。絶えず紙の下辺を水平に保

つようにするために助手に側面から注

意して貰うとよい。さて目的物の頂上第３２図意して貰うとよい。さて目的物の頂上

が45度角の上辺と一致した時、測者の足元に目印をつけておい

てこの点から目的物の根元まで実測する。その距離に測者の眼

の高さを加えたものが目的物の高さになる。（第32図)。

三角形ＡＢＣは直角を頂角とする二等辺三角形でＡＢとＢＣは

等しい長さであることは説明するまでもない。

ロ．紙折り縮図法

これも平面距離測量に用いた法を立面に応用するのである。
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画用紙と画板(厚ボール紙または平らな木板でよい)と三角定規

とを用意する。測者は目的物に面して１枚の画用紙の一隅を眼

に接するように持ち、その一辺を水平に保ちながら紙の上部を

折って折目が目的物の頂上を見通すようにする。この時助手に

側面から見て貰って画用紙の底辺が水平になっているよう助言

して貰うとよい。紙が折り曲げられたなら底辺と折り目との角

は目的物の頂上までの角度に等しいからこれを画板上に定規を

用いて写し取る。この図上の角の一辺は水平線を現オフしている

からこの線の上に三角定規でていねいに直角の線（垂線）を引

く。するとこの垂線は図上の他の一線（斜線）に交わる点が出

来る。測者から目的物の根元までの実測距離をＤとし、目的物

の測者の眼から上の高さをＨとし、図上の底辺の長さをＤ′と

し、図上の垂線の高さをＨ'とすれば

Ｈ:H-D:、』Ｈ:Ｈ合,もしこの際鬮
上のＤ'線を実際のＤに正しく何分の１かに計っておけば、こ

の図は実物の同じく何分の１かの総図になっているから図上の

垂線即ちＨ’の長さに何倍かをかければ直ちにＨの高さが分か

るのである。それに測者の高さを加えれば目的物の実高になる。

７．割当て法

目的物の根元に立ち測者の眼の高さの所へ白紙等を貼り付け

目印とする。次に目的物から離れて目的物に向って手に尺度ま
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たは棒切れを持った腕を突き出し、地面から貼り紙までの間が

尺度または棒切れの何程の長さに見通すかを見定め、目的物全

体がこの長さの何倍に相当するかを測り測者の眼の高さにかけ

れば目的物の高さが出る。

8．インディアン法

測者は両脚をひろげて上半身を前に屈し股間から後方をのぞ

いて眼から股の最高点すれすれの見通しが45度の角度で背面を

仰ぎ見るように上半身の屈し方を練習しておく。この練習は高

さの知れた竿または塀の根元からその高さと同距離だけ離れた

所で前述の姿勢をとり、丁度その竿または塀の頂上が股間、の

最高と見通しになるようになるにはどの位上半身を屈げねばな

らぬかを自分で知っておくことである。

割
さて高さの知れない目的

物を測る場合、測者は目的

物の頂上がこの婆勢でのぞ

いて今の通り見通しになる

ように前後に位置をかえて

〆／

／

〆
一
一

／
／

一面

試みる。丁度見通しになった所で

地面に目印をつけ目的物から目印３３図

までの距離を実測すればその長さが目的物の高さに相当する。

この方法も前節の45度法と同理論である。（第33図）
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9．斜面測高法

イ．杖高法

等高線に対して直角の方向に登り

得る程度の急斜面の高さを測るには

第34図のように一定の長さの杖を垂

直に立て、助手をして杖の頂点から

斜面に向って他の杖またはロープを

水平に張り斜面に交わる所に再び同

／￣

第３４図水平に張り斜面に交わる所に再び同

じ杖を立てこれを幾回も繰り返えし測ろうとする所に達したな

らばその回数をその杖の長さにかければ高さが出ろ。この測法

では別の助手が横杖またはロープが水平になってい-ろかどうか

を注意して助言せねばならぬ。錯覚で幾分水平を斜面の下の方

に下げ過ぎる傾向があるから注意が要る。

ロ．眼高法

３
．
曇
到
男

鑓鑛ｉＩｌ'鱗鷺鯉鰐；
ら眼と鰯旨頭が水平になるよう気

をつけて、斜面に向って立ち眼と

栂指頭との見通しの斜面上に目印

を定め、次に前進してその目印の

－４７－
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上に立ち同様に第二の目印を斜面上に求めこれを繰り返えす

（第35図)。繰り返えした回数を測者の眼の高さにかければ目

的の高さが知れる。

ここにもミリー法を一つ掲げた。前の距離略測法中にミリー法

の説明をしておいたが、筒少しこれを補足しておこう。ミリーと

いうのはフランス語のMilli6meであって、長さ1,000に対し凡
そ１をはさむ角、言い換えれば1,000ｍ彼方で約１ｍの長さを

はさむ角である。そして丁度直角の1,600分の１に当るものであ
る。

すべて本稲のような簡易測量法はスカウト教育に於いては班の
競技として用いることができるもので、比較的正確な方法で測っ

た数値と班作業でやらせたものとをくらべ最も正確に近い方を勝
とすることは甚だスカウトの興味を増すことである。

２，仰角測高法

今迄に述べた（１）乃至（９）の高さの略測法ではどれも角の度

数を測る方法でなく、たとえ角を測る場合でも紙折り式のよう

な甚だ不完全な方法ばかりであった。

今度は簡易な道具を使用する方法を記述して見よう。これも

ひとしく簡易測法の内ではあるが、やや前者とは漣を異にする

から、これまでのものを一括して略測法の部に入れ、以下仰角

測高法と名付けておくことにする。

仰角簡易測器
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高さを測ろうとする目的物の頂上を測者から見上げた時、測
Ｃ～～、戸一一一一，－－－－…,，＿

者の眼の高さの水平面と目的物の頂

上を見通す腕との角を「仰角」とい

う。（第36図）

仰角を測るには「経緯儀」（トラ

ンシット）を用いれば本格的である

が、そのような精密な機械を用いる

ことはスカウト作業としては普通やＡ第３６図ととはスカウト作業としては普通や

らないから手製の簡易測器を作ることとする｡

先ず180度目盛りのついた半円形の分度器を２枚買い求めろ。

別に丈夫な板で分度器の直線の一辺より少し長い位の一辺を持

つ正四角形を切り取る。この四角板の四隅は勿論正しく直角に

なるように削り上げなければならない。その板の一辺に１枚の

分度器の直線の所を揃えて貼り付けるのであるが、その前に板

篭|霞灘溌
霧Y塞翻に:１１:１１;iilikI蹴鰯騏簾

三戸了Z`’

一報
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て貼りつけた辺の両側の切り口を斜めに削っておくと（板の厚

さをなるべく薄くする）使用の時に幾分都合がよい。

使用法

作り上げた簡易仰角測器を片手で持ち、分度器のH占ってある

端を向うにやって、板の一辺を眼と目的物とを見通すように保

つ。この時板の面が垂直になるようつ。この時板の面が垂直になるよう

注意する。このようにすると釘から

下げられた糸は端のおもりのために

板に浴うて地面に垂直に垂れろ（第

38図)。その糸が静止した時、分度

器の表面を通る所の目盛りを読む○

板の辺と糸とのなす角度は今読んだ

目盛りと等しい事は言うまでもない｡

そしてその角度はそのまま眼と目的

～～

第３８図そしてその角度はそのままl限と目的

物までの見通し線が水平面となす角度と全く等しいのである。

この理論は水平面と糸とが直角をなす事を考えると証明は出来

るのであるが、その説明は省略する。

これで目的物の仰角は糸と板の一辺との角度を分度器を読む

ことによって知れた。以下述べるのはこの角度を用いて長さ高

さの測量:をするのである。

角度を測り得た以上は、是非「三角函数真数表」を使用する

方法を述べるべきであるが、今しばらくこれを使用しない方法

－５０－



だけを記述する。

イ．４５度法

れは紙折り式にも使用した方

あるが、今回は簡易仰角測器

いるのである。前に説明した

測者は目的物に向って測角器

を眼にあて、丁度45度に相当

する仰角で目的物の頂上を見

通し、測者の足元から目的物
Ａ

第３９図哩し、測省の」旺兀から曰lMZ（

の直下までを実測し、これに測者の眼高を加えて目的物の高さ

を知る。（第39図は測者の眼高を除いた図である）

ロ、３５度法
Ｃ

前の方法と同様に測者は測

角器を眼にあてながら前後に

歩を移して、丁度目的物の頂

上を35度の仰角に見通すよう

な地点を求める。この地点か

して見る（第40図)。この距

Ａ

第４０図な地,点を

ら目的物の直下までの距離を実測して見る

雛をＤとし、目的物の測者の眼高以上の高さをＨとすれば次の

式を立てることができる。

Ｈ=猯×Ｄとの式をおよそ近似した式に直して
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見ろとＨ=令×Ｄ…。
これに測者の眼高を加えれば、目的物の全高が出るわけであ

る。

さて何故にﾗfllI1;;を掛けたか､これ'埴角三角形に於いて
一角が35度である時は、その三角形の底辺とその角に相当する

一辺との比は、大略１万に対す｡ろ７千２の比になることが、実

験的にも三角法の計算上からも出てくる数字なので、この比を

そのまま利用したのである。これを更に10分の７としたのは、

何分測角器が不精密であるからそれ程精密に計算する必要もな

いので節約したのである。

３５度という角度を採用した理由は、この角度が他の角度の場

合より数字が覚え易く、かつ計算の面倒が少ないからここに掲

げたのであって、如何なる角度の場合でも「三角函数表」を適

用すれば同じ方法で算出できる。

へ縮図法の１（単仰角法）

この方法は簡易仰角測器の外にも一つの分度器を用いて別の

画用紙の上に比例縮図を作るのである。「三角函数真数表」を

用いれば縮図からも簡単にまた更に正確に測定出来るが、この

表の用い方は後に譲る。

測者は目的物から任意の距離の地点に立ち、簡易仰角測器で

目的物の頂上の仰角を測る（第41図)。この角度を分度器で画

用紙の上にできるだけ精確に写す。次に測者の足元から目的物
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の直下までの距離を測りその何分の

１か何10分の１または何100分の１

の長さに画用紙の上に、定規で今写

した角の一辺の長さを切り、ここか
Ａ

Ｂし7こ窟の￣辿山長さ毎切り、ししか

第４１図ら垂線を立てる（三角定規または分

度器利用)。そしてこの垂線がその角の他の一辺に交わる点を

決定する。この交点と垂線の足までの長さを定規で精密に測り、

その長さに前に何10分の１かにきめたならその数をかければ、

目的物の測者の眼以上の高さが分かる。これに測者の眼の高さ

を加えれば目的物の地面からの高さが出るのである。縮図法の

理論は距離測量の場合と同じだからここでは省略する。

二．縮図法の２〔複仰角法）

目的物の直下で測者の眼の水平面上に当る所へ測者が到達出

来ない場合は、前の方法では測ることが出来ない。

、例えば第42図のような山の上の国

旗竿の頂上まで測者の位置からの高

さを測りたくても、旗竿の直下は山

の岩の中になるため、測者からの距

離が測れない。この場合は測者は第

一に前の方法と同様に仰角を測ｂ、
へ￣

第４２図これを画用紙の上に写し、次'と第一

の測点と旗竿を結ぶ直線上を旗竿に向って近づいて行き、適当
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な地点を定めて第二の仰角を測る。そして第一の測点から第二

の測点までの距離を測り、その何分の１かの長さに図上の第一

の仰角の底辺の上を切る。次にその点へ第二の仰角を分度器で

写す。すると図の上の第一の仰角線と第二の仰角線とは交わる

点がある。この交点から底辺へ垂線を立てる。この垂線の下半

分はこの例では山の内部に相当するものである。この垂線の長

さを精密に測って、始めの何10分の１に従い、何10倍かすれば、

測者の眼の高さ以上の目的物の高さが分かる。これに眼高を加

えれば測者の足元からの高さが出るのである。

すべて縮図法による計算は図が粗雑な程誤差が拡大されるので

あるから､如何に簡易測量なｂとは言え､その解答は甚だ信頼し

難いものである。これらの演習はすべてのスカウト教育に於いて

指導者とスカウトまたはスカウト同志の間の呼吸が合うところに

に最大なろ価値があることを忘れてはならぬ。

画用紙上に縮図を作る場合最後の図形が画用紙上に収まるよう

初の一線も一角もよく考えて描くよう注意させなければならない。

２．の場合第一の地点と第二の地点とはできるだけ距離を大に

することに注意がいろ。

分度器によっては右廻り左廻りの両方から度の盛ってあるもの

が便利である。左廻りのみの目盛りの分度器を用いる時は仰角は

180度の方からでも、逆に自由に度数を読tj､ことに馴れねばなら

ない｡．

木．正切測高法

前の節で手製の簡易仰角測器を用いて目的物の頂上と水平面

との角度を測り45度の場合と35度の場合の測高法を述べたが、
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その他の場合は「三角函数真数表」を用いなければ測り難い。

そこで少し<三角函数の説明をしよう。勿論詳しい説明は本

篇では必要がないからやめる。

すべて角の大きさはそれをはさむ二辺の長さとは関係がない。

それで角の大きさを言い現わすのに何度何分何秒という｢度数」

の外の方法で「数字」でも言い現わす~ことができる。

今第43図でＡからＢＣに対して垂直

Ａ
Ｃ

なＡＣ線を引くと、ＡＣとＢＣの比

は同一の角である以上、ＢＣの長さ

が長くても短くてもＡＣの垂線はそ

れに従って長くも短くもなるので、

その比は常に一定している。またＣ

IIl

第４３図その比は常に一定している。またＣ

点からＡＢ線に垂線を立てＡＢ線と交わる所をＥとすれば、Ｃ

Ｅに対するＢＥの比もまた同様に角に変化がない限りその比は

一定不変である。この理論で直角三角形の底辺で垂線をわった

ものを三角法では、底辺に接する直角でない方の角の正切（セ

イセツ）またはタンゼントと呼びｔan，という符号で現わす

こととすると正切の値はいつも角の大きに応じて一定するもの

である。第43図についていえば

mnB=器=器……器-器
或る角の正,切の値は少数点以下何位でも出せるのであって、

これは既に専門の数学者の手で計算されて一定の「表」が作成
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されていろ。この外に正弦、余切、余弦、正割、余割等の函数

があるが、正弦、余弦（後に述べる）の外は木蔦には必要がな

いからここに説明を省略する。これらの函数の真数の表を三角

函数真数表または単に三角函数表という。

目的物の根元までの距阿|[を実測し得る場合、適当なる地点か

ら目的物の頂上までの仰角を測れば正切函数表を応用して計算

することによって目的物の高さが求められるのである。三角函

数表は測量器具店または数学書繍店で買い求めることが出来る。

普通専門家は１度の６

三角函数真数jI1fi表
分の１即ち10分刻みの

函数表を用いるが、木

蔦ではそれを思い切り

簡略にしてここに挿入

して置くこととする。

さて正切を用いて測高

するには前節に述べた

手製の簡易仰角測器を

用い目的物に向っての

仰角を測って見る。仮

bにそれが32度あった

とする。次に測者の足

元からの目物的の根元

》雨“艸畔》“ｗ“阿侭蠅呼岼岼呼皿瞬府吋腿岬僻““噸
鰯
蝿
淵
織
澱
雛
瓢
識
淵
瀞
織
澱
淵

・
ｍ
ｌ
ｕ
０
ｑ
０
０
０
０
０
ｕ
Ｏ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
ｕ
０
０

辮
謬
罫
瀞
騨
罫
謬
灘
鯏
鯏
捌
邨
必
鰯

角度ｌｓｉｎ正弦
45．TF7U7T
46o0､7193

47.0-7314

48.0.7431
49.0.7547

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
’
０
１
２
３
４

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
’
６
６
６
６
６

０
０
０
０
０
’
０
０
０
０
０
－
０
０
０
０
０

7660

7771
7880

7980

8090

8192

8290

8387

8480

8572

8660

8746

8829

8910

8988

６５．，０．９０６３

66.0.9135
６７．０．９２０５

６８．０．９２７２
６９．０．９３３６

－５６－



までの距離を実測する。仮ｂにそれが28ｍあったとする。

然るに剛点での仰角度の正切の…鶴の値…か…
を底辺即ち測者の足元から目的物の根元までの距離にかければ

垂線即ち目的物の高さが出ろ。何故ならば、

底辺×謡=垂線(高さ)で…らである。
前記の例によって仰角32角度の正切の真数を函数表で探がし

て見ろと0.5299と出ている。そこで

垂線〔高さ）＝28脚×0.5299＝14,83727〃

即ち14ｍ83余が目的物の高さであるが、尚これに測者の眼の

高さを加えて初めて本当の高さが出ることを忘れてはならない。

クリノメーターの利用

クリノメーター（傾斜測器）は

第44図のように磁針が付けられた

ものであるが、これを横に立てて

仰角に浴うて保ち、（箱の長稜が

目的物を見通すように）円内に下

げられたハート形の振り下げが周

囲に盛られた度盛りを指す処を読

めば仰角(傾斜角)が分かるのであ

る。これは手製の仰角測器と同じ

原理であるが、それよりも精確度

を増すことはいうまでもない。ま
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たこの機械は平面の角を測ることも出来るから一層便利である。

手製の仰角器またはクリノメーターを用いて仰角を測る場合、

第45図のように杖を傾斜線にiI写うて保ち、その上に密着して角

度を読めばただ手だけで支持しているよｂも誤差が少ないであ

ろう。

へ、正弦測寶法

第43図で垂線ＡＣを斜辺ＡＢで割ったものをＢ角の正弦（セ

イゲンまたはサインととなえＳｍの符号を以って表わす）とい

う。同図でＣＥをＡＣで割ったものも同じ道理でＢ角の正弦で

ある。辺の長さに関係なく同じ大きの角なら正弦の値はいつも

一定である。

斜面の実高を測る時、斜面上の目標と下方の測点との距離を

実測し、これに斜面の傾斜角〔仰角）の正弦の函数真数をかけ

れば実高が得られろ。

何故…斜辺×辮縫(高さ）
而して籍=SinB仰角で…ら､仮,に譲る傾斜

地の傾斜面の長さが50ｍあるとしてその傾斜角を仰角測器で測

って20度あったとすれば、正弦の函数表で20度の正弦が0.3420

なることを知り、

Ｈ（高き）＝50'"×0.3420＝17.10醜

この斜面の高さは17ｍ１０であることを知るのである。

本書に掲げた三角函数真数略表には19度以下と70度以上とを省
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''１#した。それはスカウト作業のように余り完全な器械を用いない

で、１９度以下や70度以上の角度を測って行った測量の濡藻はとか

く誤差が大きく出るから、なるべくこのような角度を応用するこ

とは避けた方がよいと思ったからである。

またこの表ではＳｍ（正弦）の函数は45度以上をも記したが、

Tan（正切)の函数は44度で打ち切った（45度の正切は１となる）

45度以上の角の正切は直角からその角を減じた残りの角（余角と

いう、この場合45度以下である）の函数の真数を分子に１を置い

たもの、即ち始めの角の函数の逆数に相当するから、４５度以上の

正切の入用な時はこの事実を応用できるのである。例を挙げれば

50度の正切の値は90度より50度を減じた残ｂ40度の正切を表で求

め０．８３９１を得たならば

蝉､50｡=両論または鶚:という分数を用いて計
算すればよいのである。

かような正切の逆数、別の言葉でいえば反対の比、即ち垂線で

底辺を割ったものを余切（コタンゼントと呼びcotという符号で

現わす）と言うことは読者中の多数の方は承知している所である

と思う。

前回に35度法という標題で、目的物までの10分の７を以って目

的物の高さとする方法を記赦したが正切余切の関係で55度の場合

は35度の場合の逆数／分の10を以って目的物の高さとする方法も

用いられる。

本文中に述べた「三角函数表」については指導者の御手元に－

部買い求めておかれるとよいと思う。

卜、正切簡易測器の作り方とその応用

測者から目的物の根元までの距離に三角函数の正切〔タンゼ

ントTan）をかけて高さを算出する方法は前節で述べたが、
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更らにこれを簡単にするために私は簡易な正切測器をエ夫して

見たからそれを諸君にお伝えしよう。

測器の作り方先ず厚き１ｃｍ位、横２１，２ｃｍ、縦l１ｃｍ
Ａ

位の長方形の板を１枚作る。この板の

四隅は必ずしも厳密な直角になってい

なくても、この測器の1性能には関係は

Ｃ

Ｂ、lロ

第４６図ないのであるが、特に板の長い方の二

辺は正しく平行になっている方が器の出来ばえがよい。板が出

来上がれば、長辺の中央Ａからその辺に直角に錐の尖端または

固い鉛筆で長さ１１ｃｍの直線ＡＢを引く、（第46図)。次にＢ点

から左右ににＡＢ直角をなすＥＤ線を引きＢＤ及びＥＢの長さ

を各101厘、即ちＥＤの全長を20ｃｍとする。

次に､20ｃｍのセルロイドの$あきしを板の上ED線に正し

く一致させ貼り付けるのであるが、この場合20ｃｍ尺の中央１０

ｃｍの割線がＡＢ線に全く重なりあうように姑ｂ付けるのであ
〆’

ろ。竹製のさしに錐で穴をあけ板に釘で打ち付けてもよい。

次にＡＢ線上にＢ点から正確に

10ｃｍの処Ｃ点へ細い釘を１本

打ちその頭は４粍位板の面から

突出させておく。この釘に糸を

結び付け糸の先に錘をつける。第４７図結び付け糸の先に錘をつける。

最初、板にＡＢ線の長さを正確に11ｃｍにしたならば、Ｃ点は

－６０－
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Ａ点から丁度１ｃｍ下になるわけである。また板の長い万の二
’′'′

辺が平行でありその距離が正しく11ｃｍであればものさしの縁

は板の縁と全く一致することは勿論であるが、それは必らずし

も一致していなくても差支えない。

以上でこの測器は出来上ったのである。（第47図）

さしを板に貼り付ける代りにＥＤ線をしっかり描き、その線

上にミリメートル目の目盛りを描き入れても同様の結果となる

が、精密に目盛りを描くことは中々むずかしいから右に述べﾅこ
’′'’

様にセルロイドのものきしをⅢLibつけることとする。

この測器の使用法を述べる前に、も－度繰り返えして次の事

を注意しておこう。即ちＣＢの長さは10極であって、ＥＢ、Ｂ

Ｅと同長である。またＡＣＢの線は板のＡ辺と直角をなしてい

て、且つＥＤと直角をなしていることである。

正切簡易測器の応用法

測者は高さを測ろうとする目的物に向い、測器の上側（Ａ点

のある側）を限から目的物に一直線に見通すようにする。との

時糸は錘で自然に垂れ下って、尺度に殆んど接触する位になる

ように手で持つ。糸の振動が静止した時、尺度のF１ｺ夫（図上の

Ｂ点)から糸の通過する処までの目盛りを読む｡助手のスカウト

に側面から読んで貰ってもよい。また静かに糸を指でおさえ器

を眼から離して自分で読んでもよい。その時中心点から〃ｃｍ

あるとすれば､÷が直ちに仰角の正切に相当するのである。
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また､mで数えて"あったとすれば猯が直ちに仰角の正切に
相当するのである。測者の足元から目的物の根元までの距離を

Ｌとすれば、高き〔Ｈ）は

Ｈ(高き)＝Lxfhである。
これに測者の眼の高さを加えれば目的物の全高が出ろ。

この器の理論は容易に証明出来ろ。糸とＣＢとのなす角はい

つも器の上側の仰角に等しい。そして糸とＣＢ線とのなす角の

正切は100分の畑となることは、この器のＣＢ線とＥＤ線とが

直角をなしているから明かである。即ち前の公式が成り立つの

である。測角器で先ず角度を測り、三角函数表を調べるよりも

.この器で直接にタンゼントを出す方が手取り早くて便利である。

この測器は同じ理論で、板の大ざを上記のものの約４分の１

の面積のものに縮めて作ってもよい。第46図の板を横11糎位、
′’

縦を６ｃｍ位とし、ＣＢ線を５ｃｍとし、ＥＤのきしを10ｃｍ
'′

とし、きしのFl.夫の目盛りをＢ点に一致さ'せろ。この場合に

式はＨ(高さ)＝L×帯となる｡その理由は説明しなくて闇
よいだろう。

この正切簡易測器は仰角の正切のみならず、術角の正切をも

測ることが出来ろ。0W角の場合はここに述べることを省略する

が、読者はどんな時にそれが応用されるかを考えて見るのも面
。鍾

白U､であろう。
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第３章平板測量法

平板測量法とは平板の上に紙をのせ、これに実際の地形また

は地上の物体の配置を縮めて描き出す方法をいうのである。

実際の地形または地上の物件の配置を縮図上に現わすには、

その地上の諸点または物件のお互いの関係を実際のものと同じ

角の関係におき、その地上の諸点または物件の間の距離を各々

一定の数で割った長さに描き出せばよいのである。こはれ一般

に地図または地形図というものと同じ性質のものである。

第１章の距離の略測法中に述べた「紙折り法」によって縮図

を作る時のように、紙を眼に当てがって適当に折り曲げてその

角を画紙の上に移し取る法、即ち間接な方法でなく、直接に画

紙の上で角を描き出す点が平板測量法の特長である｡

この方法によって既知の距離を用いて未知の距離を図形の上

から算出したなら、第１章の紙折式の縮図法によるよりも遙か

に誤差の少い結果が得られる道理であるが、距離測量法は第１

章で既に述べたから、これは諸君の応用にまかせることとして、

本章では平板の上に実1標の土地の形状をそのまま何分の１かに、

描き出す方法を主として述べることとする。

平板測量に用いる機械は測量機械店に販売されているが、こ
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れは専門家の使用するもので、中々高価でもあり、また本篇の

簡易測量法とはその目的に於ても異なっているから、われらは

その様な完全な立派なものを買わないで、閑時作業の工作で間

に合わせて行くこととする。

平板測量台の作り方

全部を手作りにするのは容易.でないから、脚は写真機の三脚

を応用する。これは写真機用のものを兼用するので本式の測量

用の三脚より遥かに経済的といえるのと、容積が小さく、重量

も軽くまたスカウト作業としては専門家程には正確さを必要と

しないからである。､

三脚はそれでよいとして、きてこの上に平

議鰯:蝋纈鰯
第４８図求めるとよい。これは写真機を革製ケースに

入れたまま三脚に取り付けることの出来るようにする金具で、

上面に凸ねぢの突起があり、下面に凹ねぢの穴のある普通直径

3.5ｃｍ位の円盤である。これを適当な大きさの平らに削った

木板（美濃紙半裁判位でよい、余りに大きくてはぐらつくおそ

れがある）の中央に取り付けねばならぬ。木板の中央に前記台

座の凸部が埋まる位の穴を掘るか、或いはこれを金属用鋸で切

り取ってしまって､木板に密着するようにする｡次に台座の円盤

にはドリルを用いて三つ位穴をあけて、その穴からねぢ釘で木



板に固着しなければならな

い｡(第49図)｡そして前の三脚

の上にはめ込めば測量台が出

来上るのである。

稜形定規（指方規代用）の作り方

第４９図次に方向を見通す器具として指方規

(アリデート）が入用であるが、これも専門家用のものは高価
Ａであるから、最も簡単な方法として三

鐘霧穰艫騨……二碇
親は第50図のＡのような三角柱で各の

稜角は|随意でよいが、稜線はお互いに

正しく平行線をなすように注意して鉋

をかけることが必要である。一つの稜第５０図をかけることが必要である。一つの稜

を直角にしておくのも便利なことである。直角の稜のある定規

では斜面の処をＢ図のように直角の切り込みぞしておけば、こ

れを用いて線を引く時指ががbにな

って、定規が滑り動かなくてよい。

長さは１７，８ｃｍで、側面の三角は

一辺が２乃至３ｃｍで充分である。

専門家の用いる「アリデート」と

定規の両端にちようつかいによって
－６５－
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超倒し得る金属製または木製の板があり、その板の一つには縦

に細い孔があけてあって、「h夫に馬の毛が１本張ってあり、他

の板には小孔があけてあってそこから前の細孔の毛を通して目

標を見通すようになったものである。これには水準器も附着し

てある。

ここに述べた三稜形定規はこのアリデートの代用として平板

の上に置いて上方の稜線を目標に向けて見通しとするに用いる

のである。

以上の外に方位を定める磁石（磁針器）が１個入用である。

この磁針には前に掲げた「クリノメーター」（第44図）を用い

ればよいが、それがなければ普通の丸形のケースのものを用い

てもよい。但し丸型のものは南北の方位線を引く時一寸不便で

あることは免れない。丸形のもので方位線を引くには磁針の指

す両極の方向を鉛筆で下の画紙に印をつけておいて後にこれを

直線でつなげば出来ないことはない。クリノメーターまたは専

門家の使用する方筐羅針（デクリネーター）ならばその外函を

そのまま定規とする便がある。これも割合に高価であるから初

歩から買うには及ばない。

以上で大体平板測量用具が揃ったことになる。これらの用具

を使用して、紙上に地形または地物の配置を描き出す方法を次

に述べることにする。

本節は器械の作り方が大部分を占めた。記事中にある「ドリル」
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とは歯車で回転させる錐の事をさしたので、これは種為の用途が

あるから、中学程度以上のスカウトの家庭には木ｴ用騨鑿鋸
と共に小型のものを１個を備え付けておくとよい。

平板測量台は厳密にこれを使用する場合は水準器を以って、平

仮面を水平に保たねばならぬ。また平板の上の図上の測点と地上

の測点とを一致させる為の「垂鉛桿」または「求心器」というも

のも必要であるが、本篇のような簡易測量ではこれを省略するこ

とにする。併し水準器を使用しないで平板を水平にしたい場合は、

第47図の正則測器の上辺を平板の縁に密接させ、縁の糸が正切測

器の尺度の中心を通過するようになるよう平板を修正すればよ

い。クリノメーターを所持すればかような場合すべてに応用出来

るから、少し高価であるが指導者は１個買い求められてもよいと

思う。

１，放射'法（射出法または放散法ともいう）

この方法は測ろうとする土地内が自由に実測できるような平

らな村域である時、その全休の形状を直接に紙上に総図に作り

上げる方法である。

先ず三脚台の上に平板を取り付け、目的の地面の中でその地

面のすべての角を見通し得る地点にこれを据え付けろ。三脚は

しっかり地上に立て平板が前後左右〔東西南北）ともに水平に

なるように、そして平板に一寸触れた位で廻転したり、ぐらつ

いたりしないように注意して安定させる。

平板が水平になっているかどうかは水準器を平板上で種々の

方向に置き換えて検査すべきであるが、水準器を持たぬ程度の

－６７－



ふち

簡易測量でも前に述べた仰角測器があればその上端を平板の縁、

または裏面に当て、垂れ糸が測器の尺度の中央に下がるように

各所でしらべて見て、板を修正すればよい。

平板が水平に定置されたならば、その上面に画紙の四隅を鋲

留めにする。

次にこの画紙上に磁針の南北線を描き入れねばならない。そ

のためにはデクリネーター（方筐羅盤）という長方形の磁針を
ｌｆこ

用い、その1iiIii針が器の零度に静止した時、筐の長辺を定規とし

て一線を引けばよい。デクワネーターを所持せずとも、クリノ

メーター〔傾斜測器、第44図）で同様に応用してもよい。もし

両者とももたない時は普通の揃石の大形のものを用い、磁針の

静止した時、円形函の外面に磁針の両端に当る処に注意深く点

をつけ、磁石をとり去って両点を一直線で結んでも大体南北線

とすることが出来る。

南北線は後の図面に混雑しないように画紙の外端に近く描く

方が無論よい。

次に画紙上に一基点を定める。これは三脚の立っている実際

地面の基点と同一垂直線の中にあるべきで、実際地上で測尺を

用いる時はこの点を基点とし、図上に縮図を作る時は図上のこ

の点を基点とするのであるから精密に測量しようとするならば

前号の後記に述べた「求心器」を用いて上下の二点が－垂線中

に入るようにするのであるが、簡易測量では略しても先ず差支

－６８－



えない。

第52図のように地点の基点をＯとし、

紙上の基点を０点とし、実地の一角を
力､ど

Ａとする。次Iと地上の区域にある角Ａ

に杖を直立せしめ、平板上の０点に指

方規（アリデート）代用を当てＡにあ

るように置く。方向が定まれば指方規

Ａ

「

Ｂ
Ｃ

Ｅ

、

第５２図方規（アリデート）代用を当てＡＩとあ

る杖に向って見通しになるように置く。方向が定まれば指方規

の定規に浴うて一線を描く。

次に実地のＯＡ間の距離を実測する。そしてその距離の何分

の１かを、図上Ｏαの方向線の上に切る。これをｏα線とす

る。このα点は縮図上に於ける実地のＡ点に相応するものであ

る。

次に同様に地上の他の角Ｂに杖を立て、指方規を図上◎点に

当てながら、Ｂの杖を見通して一線を描き、その線上に実際の

ＯＢ間の何分の１（前と同じ割合にすることはいうまでもない）

を切り６点とする。このようにしてその土地のすべての角へＯ

点からの見邇線を同じ割合の縮尺で図上に描き、その角々に相

当する図上の諸点を直線で結び付けると、実際の地面の形状そ

のままの縮図が画面に出来上るのである。尚との図から実際の

土地の面積も計算上できるのであるが、面積の事は後の章に述

べることとする。

平板測量では指方規によって相手の地点間の角が何度である

－６９－



かを測るのでなく、単に角をそのまま、直級で図上に現わすも

のであることは以上で分るであろう。

この放射法では平板は最初据えた場所から最後まで移動しな

いのである。

(蕊繍寵鯛）２，前進法

第53図のＡＢＣＤ……の如き土地を測る場合、平板をＡ地点

上に据えて前法同様先ず南北線を描く。Ａ点を図上αで現わし

Ａとαとは同一垂線中に上下の位置にあ

り

るようにする。

、次に指方規をＢに見通して図上にα６

線を描く。α６の長さはＡＢの何分の１

かに定めておく。

次に平板を移動してＢ点の上に縮図上第５３図次に平板を移動してＢ点の上に縮図上

の６点と重なるように安定する。この時、図のα６線がＡＢ線

に一致するように平板を正しく向けねばならぬ。このように置

けば南北の方位は図上の南北線と一致する筈である。

次に図上の６に指方規を当てながらＣ点を見通して図上に６

ｃ線を引く。ａ６の長さはＢＣの前と同じ割合の縮尺にする。

以下同様に平板をＣに移動し、次にＤに移動し次々に図上に縮

図線を描いて進む。
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このように進めば測ろうとする土地を１局して最後に前のＡ

点に帰って来る道理である。

ところが実際にこの方法でやって行くと、最後の方向線を紙

上に描く場合、それが最初のα点に合すれば大出来であるが、

決してそうは行かないものである。これは順次、平板を移動し

て進む度毎に少しずつ誤差を生じているからで最後にはぞれが

蓄積して大きな誤差となって現われて来るからである。即ち最

後にＡ点の近くに帰り来った時には方向が図点のαに一致しな

いだけでなく、縮尺にして描いて見ると、α点より行き過ぎる

か、α点に届かなないか、蓬だこの縮図の不良さを示すのであ

る。これは精密な器械を用いた専門家の手でも生ずることなの

で、この誤差をなるべく小さくする程、熟練の域に達したとい

えるのであるが、どく少しの誤差は図上の各角毎に少しずつ修

正を加えて、最後の線が合致するようにして、この縮図を仕上

げればよいのである。

この方法は土地の形状を測る場合の外に、道路または河川の

流れの方向を測るにも用いられる。

３，前進法による道路の測り方

第54図の如き道路の屈曲を図上に現わす為にも平板測量§が用

いられる。出発点をＡとしてＰに向って進みながら角と距離の

縮尺を図上に記入して行けばよいのであるが、道路の幅の広い
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■

ものでは本線の両側の道の端までの距離を実測し縮尺に直して

図上に描き入れなけれぽならない。併し本線の縮尺の割合では

道幅の如きは余り小さすぎる場合は縮図上に道幅を描くことは

困難であるから文字を以って処々に傍書する方がよい。

それよりも道の両側にある著しい目標物を図上に描出す方が

遙かに価値がある。平板測量に於いては次に述べる方法で道路

より見える著しい目標物を図上に呪わすことが出来ろ。

第54図に於いてＴ点に巨木が見え
ん,’、.

たとする。Ｂ点からＴの方向を図上

６として指方規によって描く。次に

Ｃ点に平板を移して再びＴを見通し

て“線を図上に入れる。その時６

１fとｃＺはオ点に於いて交わったと

する。この時ｉｆ点はＴの互木を縮図

上に現ｵﾌしたものである。Ｂまたは

ＣからＴまでの実際距離は1劃上の、第５４図ＣからＴまでの実際距離は図上の６

tまたはｃtの距面を尺度で測りそれにこの縮図の倍数をかけ

れば分るのである。併し道路の左側または右側何ｍに何々があ
′「'〆'''′''''，，〆,，，

ろと報告する場合は、道路の方向線に直角に目標I勿件が(可ｍの
'／'’′

距離にあJろと表現しなければ不都合である。そこで道路と直角

の距wkを知るには縮図のif点から直角定規を用いてDC線に垂

線”を引き、オカの長さに倍数をかけて、ＴＰの距離を知る
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ととが出来ろ。

このような本線からの側方の物件までの距離を「枝距」と名

付けられろ。

４，川の屈曲‘を図上に現わす仕方

河川が水の少い河原である場合は、道路の＃少い河原である場合は、道路の測り方と同様に河

原を伝って平板を前進させればよいのであるが、

川には水が両岸まで寵ぎっている場合は川に浴う

て同様の方法で測ればよい。併し「枝距」を測る

方法で川から若干の距離を離れた地点の諸所に方

向線と距離とを求め、これを平板上の縮図に描い

て河岸の堤、樹木等の「枝距」を本線から指方規

を利用して測って図上に記入して行けば、河の屈

曲は間接に図上に現わすことが出来るのである。

（第55図）

第５５図

すべて磁石を用いる場合は磁針と子午線との偏差を考慰し、図

に現わす場合は、測者の意見にもよるが大体の偏差を図示するこ

とはよいことである。併しこの偏差は年により季節により、また

土地によって異り或いは変化するのであるが、大きい地域に亘る

精密な地図を作成する場合でない限りこれを老砥する必要はない。

また本篇の如き簡易測量の中に方法の一部として磁針も使用し、

而かも短時間に仕上げるものでは測量の結果には偏差は何等影響

はない。但し磁針使用の際に測者の携帯する鉄具等が針に影響す

ることがあるから、この事は常に注意して、特に磁針に影響する
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ような鉄具を身近かに置かないようにしなければならない。

５，交差法（または交切法ともいう）による測り方

（３）の道路の測り方の時に述べた路の外側の立木の位置を

定める方法、及び（４）の川の属IiIIを図上に現わす方法に於い

て歩行線上の二点から同一の目標に向って指方規をねらい、図

上の両方向線の交差する処がその目的物の位置に相応する事を

知った。これと同様の方法で地形を測量するのが、交差法と称

するものである。左に四つの,例を掲げよう。

イ、交差法の１

測ろうとする土地の境界の一線を基線として、その両端をＡ

Ｂとする（第56図)。図上のα６を
Ｃ

ＡＢのI可分の１力>にとろ。先ずＡの

場所に平板を、ｃｚ６をＡＢの方向に

一致せしめ、αがＡの直上になるよ

うにする。指方規を用いてＤに向っ

、

Ａ

第５６図てα‘線を、Ｃへ向ってαｃ線を引

く。次にＢに平板を移し同様に図上にｃへ向ってDC線を、Ｄ

に向つって６β線を引く。図上でａ６とDCJとが交差する‘は

実地のＤに相応し､αｃ、ＣＪＣの交差点ｃは実地のＣに相当する。

ｃ‘を結んで出来た四辺形cz6ccJがこの地形の縮図である。

ロ、交差法の２
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次は目的の地面に接近しなくてこれを測る場合である。ＡＢ

Ｃなる三角形の地面を測るのに、（
Ａ

第57図）その地域外の適宜の所に基

線ＲＳを定め、平板を据え、ＲＳに

相応するγｓの縮図を引き、γｓは

ＲＳの方向に正しく一致せしめる。

次にａに指方規をあて、Ａ、Ｂ、Ｃ、

に向ってα７，６γ、ｃγ、を描く。

ＣＢ

ａ
に

・
・
司

RBS Ｓ

第５７図に|Ｐｕっ工αγ、Ｄγ、Ｃγ、を描く

次にＳ点に平板を移し、同様にａｓ、６ｓ、Ｃｓを描く。ａｂ

ｃはそれぞれの交差点とする。即ち図上のＡＢＣはＡＢＣの縮

図なのである。

ハ、交差法の３

とれは測ろうとする土地のほぼ中央に近い所に基線を設ける

方法である（第58図)。前の二方法と同様にこの基線ＲＳに相

応するその何分の１かの長さのＡ

γｓを図上に定め、平板をＲの

直上にγの来るように据え付け、

γｓの方向をＲＳに一致させ

る。ここで指方規を用いてγか

ら地面の各隅角へ向っての指方

線を描き入れる。次にｓに平板

ｓを一致させ、ｓから土地の各

}３

Ｅ

第５８図線をil衝き入れＪ

同様にＲＳの方向にγｓを一致させ、

－７５－

を移し、



隅角へ向っての指方線を描き入れる。Ｒ地点で描いた指方線と

これ等が交差する点をＡＢＣＤＥに相応してα６ｃａｅとする。

これらの交差点を結び合せるとＡＢとＤＥの五角形の土地の縮

図が出来上るのである。

二、交差法の４

池の中にある建造物等で、近接することのできない、而かも

１個の基線だけでは建造物の裏

面が見通せないものの平面図を

作りたい場合は、基線を２個ま

たは３個用いる必要がある。先

ずその建造物の大体の形を見て、

異った側からその建造物の各隅

角の幾つかを指方できる基線を

３個作ることにする（第59図)。第５９図３個作ることにする（第59図)。

３個の基線の位置及び長さは先ず以って平板上に正しく縮図さ

れねばならぬ。この３１m'の基線間を実測する場合には実測によ

って第一の基線から、第二、第三の基線の一端までの距離と各

基線と各基線の方向を正しく定めて図上に描き入れる。万一各

基線間の距離を実測するのに困難な場合は第一の基線から第二、

第三の基線の位置を交差法によって図上に描き入れることも出

来る。このようにして第一の基線から建造物の見える側の各隅

角の指方線を取り、順次平板を移動して第二、第三の基線から
－７６－



同様に隅角への指方線を取り、各対応する交差点を結んで建造

物全形の平面縮図を作り得ることができる。この場合、指向線

が混雑するから異った色鉛筆で各基線毎に指方線を描き入れる

と分り易い。

６，放散進測法

この法は形は放射法に似ているが、前進法の一つの変化とい

うことが出来る。操作が比較的少い

にかかわらず誤差が割合少いのであ

る。

先ず測ろうとする地区の一角Ａに

平板を据え（第60図）Ａ点の直上に

板の中央を位置きせ０点を描き、こ
Ｂｃ’Ａ

鱗し鰈潔擶
第６０図６を引く。次にＢ角に平板を移動

し、Ａ角を顧みて０６線をＡＢに一致させ、同一の０点に指方

規を当て隣接の角Ｃに指方規を向けてｏｃ線を引く。順次同様

にＣ、Ｄ平板を移動して最初の０点前方の角に向って指方線を

描き、かくて地域を一周した時最初の角Ａに帰って前方後方の

指方線が図上の線と一致すればこの測量が正しく行われたこと

になるのである。尚測量の正否の程度を検する為、最初Ａの角



点から隣接のＢ角点以外にも例えばＤ角にも指方規を向けてｏ

‘なる検線を１本引いておくと、今述べたように各の角を廻ろ

内、この検線の向けられたり角に来光時にＡ角点に指方規を向

けて図上に指方線を描いて見て、これがｏ‘検線となればこの

測量が正しい事が証されるのである。

各角点を一巡して最初のＡ角に帰り後、図中の任意の処に第

一の指方線に平行に実際の何分の１かの長さを以ってα６線を

描き、次々に６ｃ、CCZをそれぞれの指方線に平行に引けば全

形の縮図が出来上る。第60図に於いては数字を以って相対応す

る平行線を現わしだ。この測法実施の|際にもこの図のように番

号数字を入れておいて後の混雑を防げばよい。

すべて出来上った図には方位を磁針で記入しておくことを忘

れてはいけない。これは磁針が直接測量の手段の内に用いられ

ない場合でも必要なことである。

７，裁断法

三角形の土地の一辺の長さが既知の場合、この一辺に相対す

る隅角の位置を図上に決定するには３，４，５，に述べた交差法

によっても出来るのであるが、次に述べる載断法によって求め

ることが出来る。

第61図の三角形土地のＡＢの長さ及びその方向が磁針によっ

て知られている時、平板をＣに据え付け、ＡＢの縮図α６をＡ

－７８－



Ｂの方向に一致きせαよりＡに向っ

て指方規を用い‘ｚｃ線を引く、次に

６よりＢに向って指方規によってD

C線を引くと、ｚｚｃとDCが図上に

交差した点ｃがＣに相応する点とな

るのである。

この説明ではＡＢＣを仮に三角形

'１Ｎ
ｈｌｌ Ａ

「

了／「
ﾚマ
ＣＯリノＬ･のＣＯ

第一６１図この説明ではＡＢＣを仮Iと三角形

の土地としたが、これは必らずしも三角地に限らない。要する

にＡＢに対するＣの関係位置を図上に求める方法であることを

承知されたい。

8，二点間題

（７）に説いたのはＡＢの方向が図上に記入された磁針の方

向によって決定されている場合であったが、もしＡＢの方向が

全く与えられていない時には、図上にα６線が引かれていても

ｃの位置を図上に定めることはちょっと手が付けられない難問

題となる。しかし次のような方法によると前の「裁断法」の応

用でｃの位置が図上に現わきれ得るので、これは「二点問題」

と名付けられるもので、この難問題もたやすく解決されろとい

うべきものである。

第62図に於いて、ＡＢに対応するcz6が図上にある場合、Ｃ

に対応するｃ点をその図に入れたいのである。
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先ずＣ点の外に適宜の一点Ｄを選定

Ｂする。平板をなるべくα６がＡＢに平

行するように据え付けそこから指方規

でＡαの方向線を求め図上α‘′を引

き、またＢ６の方向線を求めDCJ'を引

Ａ

峠／１
t､、

Ｉ、L、／
、 ′

、､／'
、 ／

政(1)=苧､><ミニｂ’

。，iXj
５

Ｃ 。 ，

▽liプ………次に`'からＣに向って適宜の長さで

第６２図‘'c'を引く。これだけ作図しておいて、

平板を移動して求めようとするＣの位置に据え付ける。この時

c'`'線をＣＤ線に一致させねばならない。ｃ'`'の長さは任意に

定めておいたのであるがC'点はそれでよいのである。次にc'か

らＡ及びＢに向って指方規でc'α１，ｃ'6'を引く、ｃ,α,及びc,6,は

α'及び6'で6'６J'及び6'`'線に交わったのである。然るにこのα

〃線は実地のＡＢと平行になっているのである。即ちＡＢの正

しい方向を示すものである。この場合α６を今の図上のα`'の

方向に直すためには指方規をα６線上に一致させて、遠方をの

ぞいて何でもよい１個の目標となる一点を見定めておく。次に

指方規をα６線上に移し、平板を少しずつ静かに廻転して、前

に見定めておいた遠方の目標点が再び指方規を通じて見通すよ

うになった時、平板を停止する。これでα６が正しくＡＢの方

向に合致したのである。即ちこの後は「裁断法」によってＡα

の方向線αｃ及びＢ６の方向線ＤＣを引き、その交点ｃを得れ

－８０－



ばそれがＣ点に相応する図上の位置なのである。

距離略測法記述の際、．「紙折り法」といふ題の下に「縮図法」

老二、三記述したが、これらの場合はすべて平板法によって指方

規を用いれば容易に且つ比較的正確に測量できるのであるから、

平板測量法の練習として是非「紙折り法」中記戦の距離測量をも

行ってほしいと思う。

￣
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第４章測角器を用いない縮図法

或る地形を測量しその縮図を作るとき前章では指方規で角を

写し取ったのであるが、その地形を形づける各の角の大小を測

ることなく、各辺の長さの実測だけまたはその外に補助線を設

け、その長さを実測することによって、また前の諸章で述べた

方法によって得た距離を用いても、或る地形の縮図を作ること

ができるのである。今次にこのような方法による数種の測量法

を説明しよう。

1， 辺法

三角形ＡＢＣの土地を測量するのに（第63図)。先ずその各

の辺の長さを実測する。これに縮めよ
Ａ

、、－－■ 月上寺ス祭】論ああ〕Ⅱ＋〒１刃「１－/ﾊｰﾄ雑ﾉｽﾞb管うとする分数をかけて図上の寸法を算

出する。きてその三つの辺の内の一つ、

例えばＢＣを割り出した縮尺で図上に

ｃ描き、他の一辺の縮尺をさしの上で両

脚器で取り、図上のＢＣの一端（相当

円

第６３図脳I稀で収り、図上のＢＣの一端；（相当

する方の）を中心として軽く円弧を描く、次に他の一辺の縮尺

を両脚器で取りＢＣの他の端を中心として円弧を描くと、前に

描いた円弧と相交わる点がある。これがＡ点に相当する。図上

－８２－



のＡＢＣを直線で連結すれば現地の縮図が出来上るのである。

（面積の計算法は後の章で一まとめとして説く。以下同じ）

２対角線法

この法は多角形の土地を測る時に用いる。

多角形の地面で相隣らない二つの角点を連結した直線を対角

線という。第64図のＢＥ及びＣＥは対角線である。どんな多角

形でも対角線を適当に、必要なだけ取れば皆三角形の集合した

ものとなるであろう。

そこでこの多角形の土地を作図するには、先ず実地について

各辺の長さを実測し、大体の地形を見て対角線をどのように取

るかを想定せねばならない。かくて通Ｂ

当に選んだ対角線の長さを実測する。

そして図板上に前節と同じ方法（三辺

法）で両脚器を用いて第一の三角形

（対角線がその一辺となる）を描く。

Ａ

、

Ｅ（変ノＬＩｌｕ｣AP何Fｒ′とノーｒｊｖ,ＬＺｌｓ－ｕノー園ノレ

第６４図（対角線がその-一辺となる）を描く。

次にその図上の三角形の一辺を共通態一辺とする隣の三角形を

同じ方法で描き、）|頂次隣接の三角形を写してゆけば多角形全体

の縮図が出来るのである。

3．繁線法

土地内に樹林または建物があって、前法のような対角線の取

一８３－



ｂ難い場合は次に述べる繋線法が応用される。

イ、界線内の繋線法

前節で説いた対角線の代りに一つの角をはさむ二辺上の適当

な所、即ちその角点から任意の長さをもって各一点を設ける

（第65図)。角点からとのこ辺上の二Ａ

点までの距離は同じ長さにするか、大

Ｄ体同じ位の長さに定めるがよい。この

二点を連結した直線を繋線と名づけろ。

そこでこの二辺上の二つの点と角点ま

Ｂ

Ｃ

第６５図そこで△し＝辺-こしﾘｰｰﾉ(ﾙﾉ扇こ門ﾉ雨〈ま

での距離は既知であるから、繋線の長さを更らに実測さえすれ

ば、ここに出来た三角形は前の方法で図板上に縮図出来る。即

ちその隅角の大きが決定したから実地の両辺の縮尺をもって図

上に繋線の両端の点から延長した線上に取る。このようにして

更に次の角を選んで騨泉を作り、同様に両辺の長さを縮図して

行けば三角形以上の多角以上の多角形の土地でもこれを縮図に

現わすととが出来るのである。（図上の点線が繋線である）

との方法によれば地域内に少々障碍物があっても、また対角

線法のように長距離な対角線を実測する労を避けても縮図を作

り得るのである。

ロ．延長線上の繋線法の１

土地の形状が鈍角をふくんでいる場合、または障碍物が地域

一ぱいにあって、前法の繋線が引きにくい場合は一つの角をは

－８４－



さむ=辺の内の一辺を地域外に延長

して、その延長線上に繋線を設けて

もよい。第66図のＡＢＣＤのような

形の土地がある場合、ＡＢを延長し

ＡＥを引き、ＡＤ辺とこれとの間に

繋線を設けてもＢＡＤ角の大さは三

ＡＢ、ＡＤの縮尺で図が出来るであ

紗/1Ｅ

、
ゲ
色
グ

『
、
〆

、
グ

グ

（
，
崎
）
卜
１
１
１
１
８
０
■
り
げ
ｍ
Ｈ
》

画

Ｃ」Ｌ￣己Ｊ１￣、」Ｌ～ノーーー、ﾚｰｰ'1.J１－

､第６６図繋線を設けてもＢＡＤ角の大き'よ三

辺法で決定される。そこでＡＢ、ＡＤの縮尺で図が出来るであ

ろう。この場合はもう一度同法を行えば全図が出来上るのであ

る。

ハ、延長線上の繋線法の２

第66図でＡＢを延長し、またＢＣを延長しＧＨの繋線を設け

て前述の三辺法を応用して、ＡＢＣ角を決定してもよい。各辺

の長さを縮尺で図上に現わすことは前に述べたと同様である。

勿論この方法は地域外に相当な空地がある場合でないと出来な

い。

尚地域外に充分な空地がある時は、この繋線法で、或る角を

はさむ＝辺をその辺の長さと同じ長さに延長してもよい。第６６

図のＢＧをＢＣに等しく、ＢＨをＡＢと等しくした時がそれで

ある。その時はＧＨはＡＣの対角線と同長になる。このように

すれば後に面積を算出する際に便利である。（面積計算の章を

参照）

二．一辺を繋線同様に利用する法
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第67図のＡＢＣＤのような地形の場合、

短辺ＤＣの両側の辺ＡＤ及びＢＣを延長してＥ点で交わると

、一彦Ｅとがわかった時は、一辺のＤＣを繋線と-----Ｅ
グゲ

グ
印＝

〆■Ｐ

蝋Ｆｊｆ
同様に見なして既述の方法でＤＣＥの三

角形を図上に描き、Ｄ及びＣの角の大き

さを図上で決定し、ＡＤ及びＢＣを縮尺

で現わせばこの地形は容易く縮図出来る

であろう。

Ｂ

第６７図

この方法は繋線法と名づけるのに少し当らないようであるが、

一辺ＤＣを繋線と同様に取り扱うからこの章に加えておく。

本章に於いて三種類の作図法を述べたが、これらの方法は一つ

の図を作る時にでも、二極或いは三種を応用すべきで、決して－

方法のみで最終まで仕上げねばならぬ訳ではない。また四角形以

、上の多角形の場合に最後の一辺は実測をしなくても、作図の上か

ら自然に決定することがある。併し図の正確さを検査するために

全辺を実測して縮図の上の最終線に当てはめて見ることはよいこ

とである。

この縮図法を行う場合は必らずしも平板測量台を要しないが、

縮図の仕上げは平面にひろげられた紙上に丁寧に描き上げねば意

味をなさない。実際の土地の実測距離から縮尺を出す計算に誤算

があってはならぬことは勿論一定の比で各線が割られねばならぬ

ことはいうまでもない。

傾斜地の実測の場合は平地に直した距離で図を作るべきである。

土地を利用する場合は傾奈}地はその平面だけの使用価値以上には

ならぬものであるから、すべてこの場合は平面として現わすこと

を法とする。

－８６－
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縮尺または何分の１なることを図上に記載する事を怠ってはな

らない。方位を記入することと共に地図には大・切な事である。

本文中に両脚器といったのは、俗にコンパスというもので、両

脚端の尖鋭なものがよい。屈曲部がよくしまって取扱い中に開閉

しないものを用意すること。一端に鉛筆の挿入できるものでもよ

いが、鉛筆の芯はいつも尖鋭でなければならぬ。両脳1器は是非一

個入用である。

本章は他章と比べて分量が甚泥少ないが、これで一段落とする。

前回の平板測量法は実施に中為骨が折れるのであるが、今回の縮

図法はたやすいから野外でスカウトの実螂修を希望する。
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第５章面積算出法

或る土地の境界線のなす角の大きさとその長さが判明すれば、

その土地の形状を紙上に描き現わすことは前の諸章で述べた方

法によって出来るのであるが、その地域内の面積を平方または

坪数で何程あるかを算出するには以下述べる方法のどれかを応

用するのである。

面積を算出する方法は土地の形状、大きき、地上物体の状況、

或いはまた実測した長さをそのまま用いるか、上の縮図から算

出するかによって、その方法もいろいろあるわけであって、そ

の場合々々により最も適当な方法を選ぶことが肝要である。

先ず基本的な方法から漸次種々な特殊な場合の方法に及ぶこ

ととしよう。

1．垂線法（－名三斜法）

イ、地域内に垂線左とる場合

三角形の一辺を底辺として、底辺に相対した角点を頂点と名

づけると、頂点から底辺へ下ろした垂線の長さをその三角形の

高さと名づける。

第68図のＢＣを底辺とし、ＡＲを底辺に下ろした垂線とする

と、ＡＲの長さは三角形の高さである。ＢＣの長さとＡＤの長

－８８－



きがわかればこの三角形の面積は

ＡＲｘＢＣである。
２

実測したＡＲが５ｍで、ＢＣが８ｍあ

ったとすればこの三角形の面積は

Ａ

仮
Ｂ

欝鍋図旦;;-且=20m'である。＄し100分の
１の縮図でＡＲが５ｃｍでＢＣが８ｃ

ｍであれば、この三角形は実地に於いてＡＲが５日、ＢＣが８

ｍあることを示すのであるから、前と同じ大きの面積即ち２０，２

であることがわかる。

さて三角形の高さと底辺の長さが同一であっても、三角形の

形は第69図のよ
ＡＡＡ

ｉｌ二二惣Ｌ△：鰯
．第６９図れも等しいので

ある。その理由をごく簡単に説明すると、第70図のＡＢＣＤの

四辺形はＡＢとＣＤとは平行でＡＤとＢＣも平行である時、こ

の四辺形はＡＲＰＤの四辺形と同じ大きさであること〔証明は

略す）図で見ればわかる。四辺形ＡＲＰＤの角が皆直角であれ

ばその面積は

ＡＲ×ＲＰであって、四辺形ＡＢＣＤと等しい。即ちＡＲｘ

ＲＰ＝ＡＲｘＢＣである。
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きてこの図の｢１ｺにあるＡＢＣ三角形はＡＤＣ三角形と等しい。

ＡｎＴ｢力ｌ７Ａｍ(-､＝飴轆けＡｐｘ頂ｒ１ｍワ弓故にＡＢＣ三角形はＡＲ×ＢＣの２分

の１である。即ち前述の三角形の面積

AR;BCの式が出来るのである。
どんな形の三角形でもその面積は底辺

，

Z■■Ｚ
、～、

｛
軋

み
、

竺
尹

『

←
、

〆
、塊

、
デ

『
ザ

」
｝

、
一

戸｝
←

|日 Ｐ
一ＲＣ‘Ｚ

第７０図どんな形の三角形;でもその面積は底辺

に高さをかけたものの２分の１が面積なのであるから、三角形

の土地の一辺と頂点からの垂線の長さがわかれば、面積はすぐ

出るのである。

ロ．地域外に垂線をとる場合

図上計算でなく実地で垂線をとる時、地域内に樹林または建

築物があて、頂点から底辺への垂線を取り之を実測することが

出来ない場合がある。この場合は界辺の適当な一つを選び、こ

れを適当な方向へ延長して頂点からこの延長線へ垂線を下ろし

て、前と同じように垂線に底辺をかけてその２分の１を求めて

も面積が得られる。その理論は前の第69図の説明でよくわかる

筈である。

2．三辺の和を用いる法（三和法と名付けておく）

三角形の土地の各辺の長さが分っている場合は、前のような

垂線の長さを測らなくても、その面積を出すことが出来る。第

69図の三角形の面積は次のような公式で計算出来るのである。

この式は余り複雑になるから二つに別けて示す。
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ＡＢ＋ＢＣ＋ＣＡ＝Ｑ………………….……．（１）
２

ＶＱ×(Ｑ－ＡＢ)×(Ｑ－ＢＣ×Ｑ－ＣＡ………………（２）

（２）の答が面積である。

念のためこの式を言葉で言い現わせば「三辺の長さの和の２

分の１から別々に三辺の長さを減じ、三つの残数を連乗し、更

らに三辺の長さの和の２分の１を乗じたものを平方に開く」と

いう事である。

この公式が三角形の面積になるという理由の説明は「直角三

角の斜辺の自乗は他の二辺の各自乗の和に等し」という公式か

ら代数式を導いて証明出来るのであるが、複雑になるからここ

ではその経路の説明は省略することにする。

きてこの公式に当てはめて実際に面積を出す場合に大変な大

きな数字を平方に開くこととなるので、普通の算術の開平法で

は中々面倒であるが、これは対数表というものを使用して簡単

に計算が出来るのである。対数というものの理論や表の見方も

ここでは略す。これも中学の上級生なら出来ると思う。

３．－辺の両端の角が直角な四辺形（台形）

四辺形ＡＢＣＤ（第71図）のような土地があって、一辺ＢＣ

の両端の角が直角である時（このような形を台形という)、そ

の面積は

ＡＢ古DCxBCである｡これ醤言葉で言い表わせ
－９１－
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ば「底辺に垂直な両辺を平均した長さ
Ｄ

ＴＩと底辺を乗ずればその四辺形の面積が

出る」である。その理由は図で見れば

分るであろう。証明は図中のＳＡＲ三

ｃ角形とＤＲＴ三角形が等しいという証

明が出来たらそれでよいのである。

Ｆﾆｰ『＝二

Ｓ
Ａ

'91

第７１図

4、前三法の応用

イ．一般四辺形の場合

不規則の四つの角で出来た四辺形の土地の面積を測る時は、

‘対角線を－つ選んで実測する。第72図
Ａ

のＡＢＣＤの土地を測量するに、四つ

の辺の外にＡＣなる対角線を測ればそ

の土地は三辺の長さの知れた三角形＝

Ｂ

つの面積の合計であ

るから、「三和法」第７２図ろから、｜三和法」

で計算することも出来る。また対角線ＡＣを

底辺.と見て垂線ＢＥ、及びＤＦを実測して、

「垂線法で二つの三角形の面積を算出して、

合計すれば全面積が出る。

ロ．多角形の場合

第７３図

四辺形以上の多辺形（多角形）の土地でも対角線を適当な数

－９２－



だけ選んで、いくつかの三角形に分割すれば前述の通りの方法
八

で、その総面積が分かる。（第73図）

へ地域内の一点から放射線を設ける測法

測ろうとする土地のなるべく中央に近く一点を定め(第74図)、

これを０点とすれば、０点からその地の

境界の各の角点への直線を設けてその距

離を実測する。これはその土地をいくつ

かの三角形に分割したことになるから、

前の三角形の面積測量法を用いて合計す

れば総面積が分る。これは広大な土地に

応用してよい。

第７４図

二．地域外の一点から放射線を設ける測法

地形の細長い多角形の土地では、
Ａ

Ｅ

圖』<二〒i三１１》>鯏騏鰯
～Ｍ〆作る(第75図)。この図のような場
０合はＡＢＯ、ＡＯＥ、ＥＯＤの三角

第７５図形の和からＢＯＣ、ＣＯＤの三角形

の和を差引いた残りが五辺形ＡＢＣＤＥの面積となる。

木．地域内に障碍物のある四辺形の場合

第76図のＡＢＣＤの如き地形で、その内に建築物があったと

すると、対角線法や前掲の二法は困難である。この場合ＡＤ、

１
ｔ
、

Ｃ'

7、§&
'



ＢＣを延長してＥに交わらせ、先ずＡ

ＢＤ三角形の面積を出し、次にＤＣＥ

三角形の面積を出し、次に三角形の面

積を出して、前者から差引くとＡＢＣ

Ｄの面積が出る。

Ｅ

Ｂ

第７６図Ｄの面積が出る。

地内に障碍物のある四辺形

第77図のＡＢＣＤのような地を測るで

'へ､

、〆へ

に、ＢＣの延長線にＡＥなる垂線を下

ろし、対角線ＡＣを想像して、ＡＥＣ

三角形を算出し、別にＡＥＢ三角形を
Ｃ些司，ﾕヘーーーーー--,-.

盧熱11N
ハ

Ｅ￣Ｂ ｕ差引きＡＢＣ三角形の面積を知る。同

第７７図様にＡＤの延長線へＣＦなる垂線を下

ろし、ＦＡＣ三角形からＦＤＣ三角形の面積を差引いて、ＤＡ

Ｃ三角形の面積を知り、両者を合計してＡＢＣＤ四辺形の総面

積を知る。

Ａ

卜．垂線が測れない三角形

第78図のような単純な三角形である

が、中に池があって垂線の長さが測ら

れない場合でも、Ａ点から底初Ｒｂへ
尼 Ｃ

ＥＲれない場合でも、Ａ点から底辺ＢＣへ

第７８図垂線を引いた場合の足となるＲ点が次

章が説く法で決定すれば、ＢＲの中心点かＥからＡＢ線に向っ

て垂線を立てＤ点に交わる事が知れたならば、ＤＢの長さの二
一９４－



倍がＡＲ相等するから、ＡＲとＢＣとでこの三角形の面積は第

一の方法で出せる。ＤＥがＡＲの２分の１であることは相似形

で前に度々応用された理論の通りである。

チ．縦横距測法
ＡＴ

第79図のような多角形の土地を測るの

に、適当な対角線ＢＥを選び各点からＢ

Ｅ線に垂線を下ろす。ここに出来たいく

つかの三角形と台形との面積を計算して

それを総計すれば全面積が分かる。

また横線を対角線に選んだが、土地の

状況によっては任意の横線を引いても同

様の方法を応用すれば出来る。但しその

場合は垂線が地域外に出るから総計をす

る時注意せねばならぬ。

Ｂ ＩＤ

じ

第７９図

堂ご二l---l､’､

1-ﾁﾞ
ヤー

－－乱

Ｔ~■-.---￣

第８０図るl埒圧怠亭

リ．支距式測法

複雑な多辺形の土地を測る時、

単な多辺形をその地の内部は７

lを測る時、大体その地形に似た比較的簡

内部（または一部外部に出てもよい）に

想定し、その簡単な方の多角形の辺から

各角点へ垂線（この垂線の長さを支距と

いう）を立て、そこに出来た三角形台形

の面積を簡単な方の多角形の面積に合算

すればよい。（第80図）

－９５－
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又．支距式測法の２

池の面積を測るのにその池の外形に似ﾌﾟﾆ簡単な三角形または

四辺形を想定し、その辺から池の周辺へ適当に支距を測り、前

と同様に多くの台形や三角形の面積の和を出し、外囲の三角形

または四辺形の面積から差引く。（第81図）

本章の面積計算法は1.2の例の外は概ね現地の現尺での計算法
として掲げた。縮図によって縮尺から計算する場合は、垂線を現

地実測によって知る代ｂに、縮図上の垂線を測りこれを同じ比例
に倍加して結果を求める訳で理論に変ｂがないから、いずれの場
合にもこの記述を応用されたいのである。

第１章中「見通し式測量法」の条で、或る線の上の一点から直
角な一線を引く方法、即ち既定線上から垂線を立てる簡易な方法
を三種述べておいたが、今回の面稲測鼠法中には、ある一線外の
ある一点からその線に垂線を下ろさねばならぬ多数の場合を掲げ
た。このような場合は既述の垂線定置法では到底不完全老免がれ
ない故に章を改めて垂線定置法だけを数種説明したいと思う。そ
の時の記述を参照して本章の記述中の垂線を実地に立てられたい。

前後が顛倒しているかの感があるが、単に垂線定置法を初めに書
くことが余り興味を喚起しないからわざと後に廻したことを諒と
されたい。

本章中計算法を述べる際、例えば高さと底辺をかけるとか、垂
線に底辺をかけるとかいう書き方がしてある。之は記述を簡単に
する為に便宜上用いた言葉で、言うまでもなく何ｍとか何ｃｍと
かいう名数に何ｍとか何ｃｍとかいう名数をかけろという事は理

論上不可能なことである。同一の単位による名数をかける場合は
一つは名数、他の一つは無名数としてかける意味であることを諒
得きれたい。

－９６－



第６章垂線定置の諸法

第２章の中で見通し式測量法を述べた際に、野外で、ある直

線に垂線を立てる場合の２，３の方法を述べておいたが、その

後に述べた各種の測量の場合には直角を紙上または現地上に作

る必要がしばしば出て来た。両脚器を用いて画紙の上で直角を

作る方法は普通用器画法で学ぶからここには省略してその他の

実用的な種々の方法を述べることにする。

この章の中では綱を用いてと記してある場合は伸縮の少ない

綱を用いることは勿論であるが、測鎖または巻尺を用いた方が

綱よりも正確である。専門家の測量でないからなるべく有り合

はせの器材を利用するとして記述したものと思って頂きたい。

1．図上で直角を作る場合

イ、直角三角定規を用いる方法

図上の直線にＡＢＣ点を通過する垂線を作る時に直角三角定

規の一辺を直ちに図上に沼わせて垂線を描くことが最も簡単で

あるが実は余り感心しない。先ず一つの定規をＡＢ線に沿わせ、

これに三角定規の直角をあて、少しずつずらして適当な位置に

止め、Ｃ点を通る垂線を描くとよい。

ｐ、別法

－９７－



第82図のように最初に三角定規の斜辺（最長辺）をＡＢ線に

浴わせ他の一辺に直定規をあてこれを

|卿
動かぬように押え（この時直定規はＡ

Ｂに30度の角度である）一旦先きの三

角定規をとって、今度は三角定規の量ﾆニーニニゴ
第８２図高辺を直定規にあて、これを静かにず

らして最長辺が点に近づいて適当の位置に来た時止めて線を描

くのがよい。この方法によれば垂線をＡＢ線を交差して両側へ

引くことが出来る。

2．現地上直線中の一点から垂線を設ける方法

イ等辺三角法

第83図のようにＡＢ線上の０点から垂線を設けるには、
丙一

の０点から垂線を設けるには、先ず

０点からその直線上に左右の等しい

距離を測ってＡ点Ｂ点を決定し、Ａ

Ｂの距離より少し長い目の綱（巻尺

なら尚よい）の中央に目印を付けて

おいてこの綱の両端をＡＢ点で止め、

綱の中央を持って線外に緊張して綱

し、次に反対の側に同様に緊張して、

画

、’ｌＪｖ．～￣し11｝11.JしID今uｼIⅡｌこ」上一八､、～-u－．－

第８３図綱の中央を持って線外lと緊張して綱

の中央にあたるＣ点を決定し、次に反対の側に同様に緊張して

Ｄ点を決定し、ＣＤを結ぶ直線を引けばこれはＡＢ線に直角で

且つ０点を通過する。

－９８－



ロ．等辺三角法の２

前法のように或る直線の両側で綱を緊張させることが出来な

い場合は綱の中央から左右の等しい

長さに目印を付けておいて、先ず前

法と同様に直線の片側にＣ点を決定
Ｏ

し、次に同じ側に術岡の短くした目印

第８４図をＡＢにあてて中央を持って緊張し

てＤ点を決定すればＣＤ線の延長はＡＢ線に０点を通過する垂

線である。（第84図)。

へ３，４，５法の別法

前の二法はある線のあまり先端に近くない点から垂線を設け

たのであるが、線の端または端に近い点から垂線を立てたい時

は、第２章で述べた３，４，５の割合の綱を折る方法によるが

よい。併し実地では地上の直線を綱の「４」に相当するように

測って、これに対して３と５の比になるように綱の長さを測っ

てその綱で地上の線を一辺として三角形を作るように綱を緊張

すれば直角が得られる。

二．半円周法

垂線の足が線の先端または先端に近いような場合は前法の外

に次の方法が用いられろ。

先ず第85図のように垂線の足になるべき点、Ａに綱の端をお

いて任意の長さで綱を張って０点を設ける。次に０点で綱を保
－９９－



H

ってＯＡを半経として綱を張って弧を

描いてＡＢ線をＣ点で切る。ＯＣを延

長してＯＣと同長にとってＤ点を得た

ならばＤＡ線が求める垂線である。

これはＣＤはＯＡ半径とする円の直

径に当るのであるが、いつも直径の上

に立ち円周に内接する角は直角である

～､

？、
1８

C～－－Ａ

第８５図という定理によって、ＣＡとＤＡの長

さがどのように変化しても角ＤＡＣは直角になるのである。

木．十字器法

今迄述べた方法はただ綱（鎖または巻尺）のみを用いた方法

であったが、簡単な道具として十字器がある。

十字器の作り方長き10乃至2０

ｃｍ、幅２ｃｍ半位、厚き適宜の木

片２個を削りこれを完全に直角に交

差して釘付けにして、第86図のよう

に十字形の各端に照準門を取り付け

る。これも木片で２個は中央に１ｃ第８６図・ろ。これも木片で２個は中央に１ｃ

ｍ角位の穴をあけ、２個は細い縦孔を中央にあけるのであるが、

細い孔をあけるのはむずかしいから鋸目をなるべくまつすぐに

入れてもよい。この４つの小片を同じ孔のものを隣り同志に前

の十字形の各端に固着すれば出来上ったのである。

－１００－



斜線ＡＰを想定し、その中点Ｄ点を

決定する。Ｄ点からＤＰの長さを半

径として綱で円弧を描いてＡＢ線を

切るところのＣ点を得ればＰＣを結

ぶ直線がＡＢに垂線になる。この説

明は前節の二．半円周法と同じであ

る。

本章に掲げた垂線定置法は測量実施の第８８図本章に掲げた垂線定置法は測量実施の
際しばしば必要な作業であるので、今日迄述べた測量にもしばし
ば応用の必要があったのであるが、あまり筒度の正確さを要求し
ない簡易測量法であるから第２章の綱の方法を大体利用するもの
として述べて来たが、平板法や面積測量やこの次の章で述べる羅
板測量では、本章に掲げた垂線定置法を応用する頭がなければ甚
だ粗略であるから掲げることにした。併し綱を用いて弧を描く等
は未だ簡易測量たる域を脱しない．ものと承知されたい。

－１０２－



実際これを作る時、木では孔をあけることが困難であるから、

小銃の照準器のように凸山形と凹山形を付けてもよい。また木

の代りに厚紙、セルロイド板でこの照準板を作るのもよい。

さて十字器を用いるときは、先ず器の細孔〔接眼孔と名付け

る）からのぞいて現地の既定直線の方向と一致せしめ、十字器

を固定する。固定するには平板合の上に置いておくか、或いは

三脚台の上部に取り付けられるよう工夫すればよい。

次に前の線に直角になる接眼孔からのぞいて助手に杖を持た

せて､･適宜左右に歩かせ、丁度照準の中心に杖が来た時に停止

させ、その点から十字器の真下に線を引けばそれが垂線である。

３，現地で線外の一点から垂線を設ける方法

イ、円弧法

第87図のＡＢにＰ点から垂線を立てるには、Ｐ点から適当の

長さの綱を半径にして円弧を描いてＰ

／|、
ＡＢ線にＣ及びＤ点で交わるように

Ｂする。次にＣＢの距離を測ってその

２分の１の距離即ちＣＤの中央Ｅを

求めるとＰＥ線はＡＢの垂線である。

Ａ

でこ=-2-／、

第８７図不のるとｒ必概ば△、しり墾禄Ｃの｡

口．半円周法

第88図のＡＢ線外のＰ点から垂線をＡＢに立てるには、先ず

－１０１－



第７章羅針器測量法

(または羅盤測量法）

1．懐中羅針器の利用

普通の磁石（懐中羅針器）と分度器と定規とを用いて簡単な

測図を作ることをここに述べよう。

この測量に使用する羅針器は少くとも東西南北の目盛りの外

に、北を零度として右へ、即ち時計の針の廻ろ方向へ廻って全

円周を360度に分かった目盛りのついたものでなければならな

い｡

磁石には大体二つの作り方がある。ケースの底の周辺に度盛

りがあって、細い磁針がその上で廻転するようになっているも

のと、今一つは遊動する円盤に東西南北と度盛りが付けてあり、

円盤の裏面に磁石が装着してあって、下の磁石が北を指すと一

致して円盤が廻転するものである。

原理は両者とも同一であるが、普通に街で売っているのは前

者の方が多いから、ここでは細い針の廻転するものを用いるこ

ととして説明を進める。

磁石の度盛りの読み方は前述の通り時計の針の廻ろ方向へ読

むのであるが、180度即ち南の方向から以後は北から左廻りの

方が近い。併しどこまでも、たとへ西北に当る場合でも、逝読

－１０３－



みの度数を呼ばないで正しく読まないと混乱するおそれがあ

る。また「北」の目盛りより以外の点を基点として度数を読む

時も時計の針の方向に度数を読んで「北」までの度数と「北」

以後の度数との和を以て計算しなければならない。

分度器にも二通りある。普通は半円形で180度の目盛りにな

っているが、全円形で360度の目盛りのついたものもある。

磁石の針は地球の磁気によって南北を指すのであるから、本

当の北即ち地軸の方向の北とは少し偏差のあることは平板測量

法の章で述べた通りであるが、羅針測量の場合、測量進行中に

は偏差を意に介する必要はない。併し出来上った地図には真子

午線による方位を記入することが望ましい。この事は後にも一

寸述べる。

イ．路線の作図法

或る路線（道路、境界線、河川等）の測図をする場合、出発

点から見える第一の屈折点に目標を定める。適当な目標のない

時は助手に標桿（杖でよい〕を持たせて立たせる。測者はこ

の目標に正面して立ち、磁石を測者の胸の中央前に水平に保っ

て盤面の「北」を正しく目標の方向に向わせ針の静止するのを

待って、針の北を指した点から盤面の「北」即ち目標の正面ま

での度数を精確に読む。（この場合磁石の盤面の「北」とは本

当の北とは関係はないのである｡）

いうまでもなくこの度数は、目標の方向が磁石の北から何度
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の角度になっているかを意味するのである。

次に作ろうとす

る図の大きさを予

め考えて、画紙の

上に測者の立って

いる地点を適当に

定め点を打ってお

く。そしてその点

を通じて先ず磁石

の南北を指す方位

線を描いておく。

（第89図)。出発

点をＡとする。次

′゜

Ｆ
１

第８９図尽笹且こり｡。“

に目標に向って歩いて出発点からその目標までの距離を歩測ま

たは他の方法で測っておく。次に分度器の円の中心を図上の出

発点Ａに一致させて、前に磁石で測った北から目標までの角度

を図上の方位線の北から分度器の円周に沿って数え、その処で

針の頭または鉛筆の尖端で画紙へ軽く突いておく。次に定規で

図上の出発点からこの針跡の方向に、今の実測の何分の１かの

長さの線を引きこれをＡＢとする。即ちＡＢ線が今歩いた路線

に相当するのである。次に図上Ｂの点を通じてＡ点に引いてお

いた方位線に平行して第二の方位線を描く。
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今Ｂ点に立ったとする。ここでも次の路線に向って目標を定

め前と同様に磁石で、祓針の北から目標までの角度を読んで、

更に第２の目標に向って歩き距離を測る。この距離の何分の１

〔前と同じ比例で）かの長さで図上のＢ点から、北から何度と

分度器で測ってＢＣ線を引く。

このように次ぎ次ぎと繰り返えして進めば、行進した路線の

状況は一定の縮尺で図上に描き出されるであろう。

尚、これと同時に行進する路線の左右の遠くない地点にある

目立った立木、建物等をも次に述べる磁石の測量で図上に現示

しておくことが肝要である。これをしないと折角の路線の測量

も実際蓬だ意味の乏しいものとなる。

ロ．路線外の物体を図上に現示する方法

第89図の出発点Ａから右手に見える立木Ｔに正しく向って立

ち、磁石を前と同様に「北」が立木に向うようにして、磁針の

指す北から目盛りの「北」までが何度になるかを測る。次に図

上の方位線からこの角度を分度器で移しＡ点から仮線を引く。

次にＢ点に至った時、同一の立木に向って同様に磁石の目盛り

の「北」を向け磁針の指す北からの角度を測り、これを分度器

で図上に移し、Ｂ点から仮線を引く、この時Ａからの仮線とこ

れが相交わった点が立木Ｔに相当するのである。

路線の左側にある一軒家Ｈも同様の方法で、Ｃ点とＤ点とか
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ら仮線を出して図上に交わる点を求めこれを現示することが出

来る。

このようにして路線の両側の目立った物体の地点を次ぎ次ぎ

と図上に現わせばよい。

へ路線を軸とした地図

イロの方法で路線の両側にある目立った物件は成るべく詳

しく図に現わし、また地上の状況を普通の地図の符号で書き入

れたいものである。このようにして出来上った図は行進した路

線を軸とする略図とはいい乍ら一つの地図となるのである。

二．境界のある土地の測法

ある限られた土地の境界線上をイ、ロの方法で屈折の個所毎

に方向と長さを測定して一周し、出発点まで戻って来れば、図

上にその土地の全形状が描き出きれ

ろ道理である（第90図)。併し実際

は測定中の少しずつの誤差が積って、

図上の出発点に最後の測線の端が一

致することは先ず無いといってもよ

い。かような場合は各辺の長さに比

A、 5、

第９０図い。かよっば錫盲I江菅辿uﾉ反己{し比

例して少しずつの修正をする必要がある。また各屈折場所の角

度をも修正せねばならぬ。

平板測量法の章で述べた如く、周辺を一周する代りに周辺上

の二点または地域内の一点から屈折点までの角度〔磁石の指北
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線と為す角）を求めて周囲の境界線を測定してもよい。

木．交差線または分岐線の角度

路線のF１ｺ途で他の路線が交差している時、または道路が分岐

している場所では両路線のなす角度を測る必要がある。この場

合は同一の測点かも第二の路線にも目標を設けて磁針の北から

の角を測り第一の角度との差を以って両路線間の角度とする。

作図の時は図上の分岐点または交差点に分度器の円の中心を置

いて角度を図上に移すことはいうまでもない。

Ｚ規孔のある羅針器測量

前節に述べた懐中磁石での測量は充分綿密に行っても精確度

は蓬だ低い゜そこでもう少し精確度を増すために硯き孔のある

羅針器を用いねばならない。専門家の用いる羅盤測量器は中々

高価であるから、スカウト作業としての測量に用いるのは本意

でない。そこで工夫してこれに代るべきものを閑時作業で作っ

て見るとよい。

蜆孔羅針器の作り方

これを作るには原理さへ分ればどうにでもエ夫して見ること

が出来る。今一つの例を次に掲げよう。

先ず前に述べたような360度の目盛りある磁石を１個頁求め

る。この磁石が乗る大きさの正方形または長方形の厚き１ｃｍ

半位の板を１枚作る。板の側面に相対する小さい２枚の板を第
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ける。または長方形の板を用いる時

は短辺の中央がよい。２枚の小板の

間隔が遠い方がよいからである。こ

の小板の１枚には図のように適当な

高さに小さい孔をあけ、１枚には少

し大きな孔をあけ、大きな孔には中

央に細い丈夫な糸または馬の尻尾の

91図のように銅釘で打ち付けろ。

第９１図犬I(‐術uいみへ'J､不己､'－１゜､ｈ､v￣"U～－

毛を縦に張る。

次にこの台の板へ磁石を取り付ける仕事であるが、磁石を鉄の

釘で止めることは磁針に影響を与えるから禁物である。また繊

石の外殻は真鋪にニッケル鍍金をしたものが多いから普通の膠

類でIMil)付けると離れ易い、そこで繍石の蓋ガラスを取りはず

して、そっと磁針を取り、底部に錐で小穴を二つあけて銅線ま

たは銅釘で合板へ固着するのである。この場合「北」の目盛り

を板の外側に貼り付けた小７仮の馬の毛の張ってある孔に正しく

対面するように、また「南」の目盛りを小板の小孔に正面する

ように固着せねばならぬ。そうしてから磁針を元のように載せ、

ガラスをはめろ。これで出来上ったのである。

この硯孔羅針器を用いる時は手で持つ代りに平板測量:に用い

る三脚台の上に水平に安置し、測者は小孔から大孔の方を硯い

て目標と毛との見通しをするのである。このようにすれば前節

で述べﾅこように磁石の「北」を上から見るのと異って、余程正
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雁に近く目標に向けることが出来る道理である。これから後は

前節の方法と同様に作業する。即ち前節のイ．□・ヘニホ

の場合と悉く同様に作図に用いればよい。

磁石の目盛りの別種

前に磁石の目盛りが「北」を零度として、全円周を360度に

分けたものと述べたが、他に「北」を零度として「東」へ90度

「西」へ90度、また「南」を零度として「東」へ90度「西」へ

90度に刻んだ磁石もある。これを用いてもよい。360度目盛り

のものは例えば「西北」は315度に当るが、９０度ずつ四つに分

けた磁石では「西北」は「北45度西」といい、これを記載する

時はN45oWと書く。この目盛りの磁石では360度目盛りの

もので二つの角の差を求める場合に第一の測角と第二の測角の

和を求める場合と差を求める場合のあることに注意すべきであ

る。実際に臨めばこのことはよく理解されるからここでは詳し

く述べない。

磁石の北と真子午線

との問題は前にも一寸ふれておいたが、尚、ここで簡単に付

け加えて置こう。

磁針の指す北と真の子午線の北〔地軸の北）との偏差には場

所と年と時季の時刻とで相異があることは既に読者は承知して

いるのみならず、簡易測量ではあまり厳重にいう必要もないが、

図面の仕上げに当って真子午線と磁針の北とを記入しておきた
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いとともあるので、大体我が国では３度半乃至４度半位磁針の

北より東寄りに真子線の北があることを心得ておくとよい。

簡単に真の子午線の北を知るには、水平な板に細い棒を垂直

に立て太陽の光線で影を作り、正確な時計で午前10時半と午後

1時半とで影の場所に印を付け、両方の影のなす角の中央を貫

く即ち二等分線が真子午を指すと承知すればよい。

＿すべて磁石を用いる測量では第３章にも述べたが、iⅢ者は（硯

う時も目盛りを読む時も）ナイフ、斧、其他の鉄器を身に着けぬ

ようにする。付近に大きな鉄製品があっても磁針を偏差させるか

ら避けねばならない。｡

尚、羅針器測量は精巧な望遠鏡付きの器械でないスカウト作業

では相当大きな誤差があることはいうまでもない。そこでなるべ

く検査測量を行って修正を施しまたはやり直しをするがよい。二

点から目標の他の一点を求める場合は更に別の一点から同一目標

に対し測線を求め三線が同一の点に交わるか、その交点が近接し

なければ３回の測線のどれかが甚しい誤りであることを示すもの

であることを知らなければならない。大差なければ図上で修正し

て一致させてよい。
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第８章野１帳記入法

野'辰とは測量に際し現地で測った方向、方位、距離と地物そ

の他を記入しておいて、後でこれによって図面を作り上げまた

面積を算出し、或いは図面を作らない場合でも､，路線のような

単にその記載によって現地の状況を他日、自己が想起しまたは

人に想察させるに便利なように簡潔に記録する帳面の事である。

そのような目的の外、スカウトの作業としては、測量をした

年月日、その日の天候、路線測量では経過地の所要時間、測量

に要した時間、周囲に対する観察、所感、同行者罎協力者の氏名

等をも併せて記入しておくべきである。

以上の目的に応ずろため、野帳の大ざは縦12ｃｍ、横８ｃｍ

位の記載面の大きがあれば充分である。

1．路線の記録

イ．単線記法（下から上へ）

これは帳面の下方より上方へ至る一直線を引き、下端を出発

点として前進に従って順次上方へ記入して行く方法である。大

体前掲の大きの野帳ならば１頁に二筋を描くことも出来る。こ

の方法は屈曲した路線を、帳面では一直線に現わして記録する

わけである。尚この記入法では測点相互間の実距離と帳面上の
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線の長さとは比例させる必要はない。併し長い距離の処は稻長

<、短い処は精短くしておく方が見易いからそうにしておくと

よい。そしてこの直線上に測点の印として×印を入れておく。

いずれ後日製図する場合は距離に比例して

Ｂ二fH:ノハ秀夫Ｚ糸、ＦＩＴiご澪;詞)ｊ－Ｊ－－ＡＩ－･“÷１、へｐＥＩ
描くのであるから、1辰面では大体等しい間

隔で記入して置いて不都合はないのである。

第92図はその記載の例である。先ずＡＢ

線を引き、Ａを出発点とし最初の行路の方

向即ち出発点を(1)とすれば、(1)から見通す

屈曲点(2)への方位〔北から数えた角度また

はＮ何々Ｅというように）を図のように(1)

(2)間の右手に記入する。次に(1)(2)間の距離

を線の左手に記入する。同時に右手左手に

見える顕著な地物目標等があるなら、右手

のものは線の右手に、左手のものは線の左

手に大体の方向を点線で示し方位を点線に

沿わせて記入する。

(2)の点に来て(1)より(2)までの距離を書き

終れば、次の屈｢'１１点(3)までの方向と距離を

汽姫、山
一
、
ヨ
］
号
つ
『
ゴ

室
扇
。
三
三
ｍ鐵
瀞
蛎
蛎
鷲

守
寺
寺

同様にl脹面の(2)(3)左右に記入し、前に目標物としておいた地物

等に向って方位を測り大体の方向を点線で入れて角度を記入す

る。以下(3)から(4)から(5)と次第＝進めばよい。
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路線の左右にある目標への方向を測ることは目標までの距離

に関係のあることであるが、三点から方向線を測って置くこと

が、後に支距を見出す時誤差を訂正するのに便利である。そこ

で(1)(2)または(2)(3)等の中途からも同一目標に対して方向線をと

っておくこととし、中途の測量点までの距離とそれ以後の距離

とに分けて記入しておくのである。また路線の途中に河川を横

断する時、或いは道路の交差分I皮等に逢えばその大体の方向を

実線で示して記入し、l幅員等をも

記入すべきである。（第92図参照）

回．=線式記法（下から上へ）

これはイの単線式と同じことで

あるが第93図のように路線を二つ

の平行線で現わし、測点毎に横線

を描き、横線の下側に前地点から

横線の地点までの距離を記入し、

路線の方向は両線間に書き入れそ

の他は単線の場合と同様に記入す
大杉

る。力>ようにすれば支距を測る線

大杉やその他の記入がY昆雑することが

大杉少いであろう。
イの場合でも、ロの場合でも、

野帳の上方まで記入が達したなら

－，４－
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ぱ隣接の行に連絡させて何頁でも継続させてゆけばよい。

へ単線記録法の２（上から下へ）

この法はイの方法に似ているが、出発点をI隈面の上に取り測

量の進行と共に'辰面の下の方へ記入するのである。この方法で

は進行の方向に向って右手にある目標物を右手に記入すると逆

になるから自然の地形とi愼面の図とが右左一致するためには、

出発点の方向に振りかえって右手のものを帳面の路線の右手に

描くようにすべきである。地形の大局を図上に現わす考であれ

ば間違う筈はない。その他の記入はイ法と同様である。

二．二線式記法の２（上から下へ）

これもロ法と同様に二線を描き中間に方向の度を記入し距離

は次の横線の上に書き入れろ。左右の顕著な目標への角度はハ

法と同じ注意で記入すればよい。

２，境界の記録

或る境界のある土地、例えば社寺の境内、宅地、田畑、森林

等は前章の羅針器測量法中にも述べたが、その方法は直接作図

によった。直接作図では大形の紙面が要り、縮尺も面倒である

から、一旦要点を野帳に記入しておいて帰宅後`作図すればよい。

この場合は境界外の目標物を記入する必要がない。併し境界

線が直線でない場合、或いは境界線に小さな凸凹がある場合は

境界線に近似した直線を測量し､必要な支距を測って記入する
－１１５－



とよい。野帳に支距を記入する場合、境界線内に支距を出した

時、境界外から支距を出しﾅこ時に応じ、支距の足までの距離と

支距の長さとを野帳の縦線の右手または左手に記入しておけば

よい。これは境界を右から測り進むか、左から測り進むかによ

って定まるのである。実験者は容易に記入の要領が理解出来る

であろう。スカウト作業としての簡易測量法は本稿野I腹の記入

法によって予定の計画を終った。これ以上は簡易測量の範囲を

出るものとして、測量に特に深い興味を持つスカウト諸君の自

らの研究にゆだねたいと思う。
、ニーヘーヘ守門旦戸世戸里尹Ｌヘン、ザ、ご～

－Ｌ宍ＬＰＬ〆■戸一グー向一品ごぺ￣､戸田弁､ハーペー門少局ジベシ肉一へごくり、己囹ごくぴぺ￥￣￣､一､弓～

あとがき

１，青少年の野外作業に簡易な測量法を与えているのは外国では診
らしくない。我が国でも是非そうありたいと思ったととが余をし
てこの拙者に着手させた動機である。

１，本書:は教科.書ではない。従って本書を利用する方は順序を問わ
ず、難易を考臘して随意の一つを選んで青少年に課していただけ
ばよいのである｡

１，本書:執筆に当り余の友人から参考響を恵噸されたり貸与された

ものが２，３に止まらない。また挿図についても余の下図を清書
するのを手伝って下さった友人もまた３，４を下らない。これら

の友人の厚意はどれだけ会を鼓舞し、助けられたか知れない。こ
こにその芳租をあげる姪本意とするのであるが、それらの友人は

その様なことを却って迷惑ときれろとも考えたので、これを略し
てこの巻末記中に余の深き感謝の意を表わして置くに止める。

筒、余の３人の男児が挿図の版下の一部を手伝ってくれたことも
父たる余の欣ぴとする事をも併せて響き止めておく。
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１，元来本管:は「少年団研究」誌に１カ年半に亘って掲載したもの

であるが、その時の挿図は印刷所で全部廃棄されて了っていたの

で、全部新版を作るの余儀なきに至った。これが前項に掲げたよ

うに友人達の援助を多大に受けた理由であった。

１，本書執筆に当り参考とした主な書籍の名を次に掲げる。

爵測量学君島八郎著

野坂喜代松著普通測量学

柴田栄吉著最新実地測量法

近藤泰夫著測量

吉田友三郎署測量便覧

大日本少年団聯盟署少年団健児教本巻三

A1bertHarman SurveyingforBoyScout．

（B・ＳｏｆＡｍｅｒｉｃａ）Surveying・

ＣＡ・Harrison, FieldworkforSchools・

ＱＲ･Enock PioneermgandMap-Making

（ＥＵｄｅＦｒａｎｃｅ）BrevetdeCartographe・

Ａ－Ｄ・Ｍｅｒｒｉｍａｎ ＴｈｅＳｕｍｍｅｒＣａｍｐ･

其他略
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